
平成１６年７月から救急救命士法の改正により、心肺停止患者に対する気道確保用器具として救

急隊が以前から使用していた器具に加えて医師のみに使用が認められていた気管チューブを使用し

ての気道確保が加えられました。

実施にあたっては気管挿管に必要な専門的な講習後、病院の手術室において患者様３０名以上に

ご協力いただいて麻酔科医の指導の下、実習を行うことが義務付けられています。

泉南市消防本部の南川富弘
みなみがわとみひろ

（救急救命士）も８月９日から市立岸和田市民病院で実習を行い、９

月７日に患者様の協力を頂き、無事終了することができました。今後も救命率の上昇を目指し順次

実習に派遣する予定です。
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救命率の上昇を目指して



３

◎
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
報
道
に
注
意
し
デ

マ
に
惑
わ
さ
れ
な
い
様
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
不
要
、
不
急
な
電
話
は
、
か
け
な
い
よ

う
に
し
、
特
に
消
防
本
部
に
対
す
る
災
害

状
況
の
問
合
せ
等
は
消
防
活
動
等
に
支
障

を
き
た
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎
軽
い
ケ
ガ
等
の
処
理
は
、
お
互
い
に
協

力
し
あ
っ
て
応
急
救
護
を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
建
物
の
倒
壊
や
落
下
物
等
の
下
敷
き
に

な
っ
た
人
が
い
た
ら
、
地
域
の
皆
が
協
力

し
あ
っ
て
救
出
活
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◎
道
路
の
左
側
か
空
地
に
停
車
し
、
エ
ン

ジ
ン
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

◎
ラ
ジ
オ
で
情
報
収
集
を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
避
難
す
る
と
き
は
、
キ
ー
を
つ
け
た
ま

ま
に
し
て
、
徒
歩
で
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

◎
車
の
中
は
安
全
と
思
い
が
ち
で
す
が
、

燃
料
に
ガ
ソ
リ
ン
等
が
入
っ
て
お
り
、
火

災
等
危
険
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▲
家
の
中
に
逃
げ
場
と
し
て
の
安

全
な
空
間
を
つ
く
る
。

▲
寝
室
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
の

い
る
部
屋
に
は
、
大
き
な
家
具
を

置
か
な
い
。

▲
家
具
の
転
倒
や
落
下
を
防
ぐ
。

（
市
販
の
固
定
器
具
等
を
活
用
）

▲
安
全
に
避
難
す
る
た
め
、
出
入

口
や
通
路
に
も
の
を
置
か
な
い
。

非
常
用
持
出
品
の
リ
ス
ト

●
携
帯
ラ
ジ
オ
・
懐
中
電
灯
…
…

予
備
電
池
は
多
め
に
用
意
。

●
救
急
医
療
品
…
…
ば
ん
そ
う
こ

う
・
傷
薬
、
包
帯
、
か
ぜ
薬
、
胃

腸
薬
、
鎮
痛
剤
、
消
毒
液
、
持
病

の
薬
等
。

●
非
常
食
…
…
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
・
乾
パ
ン
・
缶
詰
・
カ
ッ
プ

麺
等
。

●
貴
重
品
…
…
現
金
・
預
貯
金
通

帳
・
印
鑑
・
免
許
証
・
健
康
保
険

証
等
。

●
そ
の
他
生
活
用
品
…
…
衣
類
・

タ
オ
ル
・
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
シ
ュ
・

ラ
ッ
プ
（
止
血
や
汚
れ
た
食
器
に

か
ぶ
せ
て
使
う
）
紙
お
む
つ
・
粉

ミ
ル
ク
（
赤
ち
ゃ
ん
用
）
等
。

非
常
持
出
品
は
、
家
庭
の
実
情

に
あ
わ
せ
て
、
必
要
な
も
の
を
付

け
加
え
て
く
だ
さ
い
。

非
常
持
出
品
は
定
期
的
に
点
検

を
邇

◆
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ

た
場
合
の
連
絡
方
法
（
携
帯
電

話
が
使
用
不
可
を
想
定
し
て
）

を
決
め
て
お
く
。

◆
避
難
場
所
や
避
難
ル
ー
ト
を

決
め
て
お
く
。

◆
休
日
な
ど
を
利
用
し
、
み
ん

な
で
下
見
を
し
て
お
く
。

◆
避
難
時
の
役
割
分
担
を
明
確

に
し
て
お
く
。

▼
問
合
せ
＝
政
策
推
進
課（
内
線
二
八
七
）

東
南
海
・
南
海
地
震
津
波
対
策
検

討
委
員
会
の
南
大
阪
部
会
の
検
討
結

果
で
、
泉
南
市
内
で
は
、
水
門
閉
鎖

に
よ
り
、
浸
水
の
被
害
が
な
い
と
予

測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、水
門
が
破
損
し
た
場
合
、

岡
田
漁
港
周
辺
に
お
い
て
約
〇
・
五

㍍
の
浸
水
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

避
難
ル
ー
ト
は
、
川
を
越
え
ず
に

行
け
る
避
難
所
を
家
族
で
確
認
し
て

お
い
て
下
さ
い
。

▽
強
い
地
震
や
、
弱
い
地
震
で
あ
っ

て
も
長
い
時
間
ゆ
っ
く
り
と
し
た
揺

れ
を
感
じ
た
ら

海
浜
か
ら
離
れ
、
急
い
で
高
台
な
ど

安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
。

▽
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た

（
揺
れ
を
感
じ
な
く
て
も
）

津
波
被
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
地
区
の

住
民
は
、
直
ち
に
避
難
す
る
。

津
波
が
発
生
し
て
も
、
迅
速
な
対

応
を
と
っ
て
早
め
に
避
難
す
れ
ば
、

被
害
を
軽
減
で
き
ま
す
。

津
波
情
報
を
よ
く
聞
き
、
注
意

報
・
警
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
は
、

絶
対
に
高
台
か
ら
低
地
へ
降
り
た

り
、
海
岸
へ
近
づ
い
た
り
し
な
い
。

ま
た
、
津
波
は
第
二
波
以
降
が
第
一

波
よ
り
大
き
い
場
合
が
あ
る
こ
と
も

覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

緊急連絡先一覧 
連絡先 電話番号 

８３－０００１ 

８２－６５５１ 

２２－４７０１ 

　　　１１９ 
（８５－０１１９）

　　　１１０ 
（７１－１２３４）
　　１１３ 

０１２０－３－１９４２４ 
０１２０－３－９４８１７ 

泉南市役所 

泉南市消防本部 

泉南市水道部 

泉南警察署 

ＮＴＴ故障係 

関西電力岸和田営業所 
大阪ガス　ガスもれ専門 

総  合  受  付 

日頃からの備えを万全に

家族の連絡方法等の確認

避難時に必要なもの

２

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
あいぴあ泉南
古代史博物館
人権推進部

薀祕０１１９
薀祗６５５１
薀祟５８７５
薀祗７６１５
薀祗１０００
薀祗７７６７
薀祗７７６６
薀祚３５００
薀祟６４４７
薀祟４３６１
薀祟９３１４
薀祟９２６４
薀祟９２７０
薀祕０７０７
薀祟６７８９
薀祀２８５５

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83-0001）へ
その他については、下記へ

□救命率の上昇を目指して

…1

□災害に強いまち

泉南をめざして …2～3

□情報ＢＯＸ …4～9 

□information（お知らせ）

…10～17

□人権シリーズ …18～19

□健康コーナー …20～21

□まちかどスナップ…22～23

□ふるさと歴史紀行 …24

泉南市の人口（10月末現在）
人　口‥‥‥65,808人
男‥‥‥‥32,069人
女‥‥‥‥33,739人

世帯数‥‥‥23,724世帯

「広報せんなん」をホームページで

閲覧できます。

アドレス:http://www.city.sennan.

osaka.jp/jyoukan/catv_kouhou/ko

uhou/kouhou1.htm

◎
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
丈
夫
な
机
等
の
下

に
身
を
隠
し
ま
し
ょ
う
。（
座
ぶ
と
ん
な

ど
が
身
近
に
あ
れ
ば
、
頭
部
を
保
護
）

◎
扉
を
あ
け
て
非
常
脱
出
口
を
確
保
。

◎
最
初
の
大
き
な
揺
れ
は
約
一
分
間
で
お

さ
ま
る
の
で
周
囲
の
状
況
を
よ
く
確
か

め
、
あ
わ
て
て
外
へ
飛
び
出
す
こ
と
な
く

落
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

◎
裸
足
の
場
合
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
な
ど
で

け
が
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
過
去
の
例
か
ら
大
地
震
で
恐
い
の
は
火

災
。
あ
わ
て
ず
冷
静
に
火
の
始
末
を
し
ま

し
ょ
う
。
大
き
く
揺
れ
て
い
る
と
き
、
火

元
に
近
づ
く
の
は
危
険
。
特
に
無
理
を
し

て
火
を
消
そ
う
と
す
る
と
、
大
や
け
ど
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
自
分
の

安
全
を
確
保
し
て
、
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て

か
ら
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

※
ガ
ス
器
具
は
元
栓
を
締
め
・
ブ
レ
ー
カ

ー
を
切
っ
て
か
ら
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

◎
万
一
出
火
し
た
場
合
は
、
初
期
の
う
ち

に
火
を
消
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
大
声
で

近
隣
に
声
を
か
け
あ
い
、
皆
で
協
力
し
て

消
火
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
狭
い
路
地
や
塀
ぎ
わ
、
が
け
の
上
や
が

け
下
、
石
垣
の
そ
ば
な
ど
危
険
な
場
所
に

は
近
寄
ら
な
い
。

※
崖
や
川
べ
り
は
地
盤
の
ゆ
る
み
で
崩
れ

や
す
く
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

◎
消
火
、
救
急
救
護
活
動
等
の
障
害
と
な

る
の
で
自
動
車
は
絶
対
に
使
わ
ず
、
必
ず

徒
歩
で
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

◎
持
ち
物
は
身
軽
に
行
動
で
き
る
よ
う
最

小
限
に
と
ど
め
る
。

地
震
が
発
生
し
た
ら
・
・
・
大
き
な
地
震
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
・
・

地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
被
害
を
最
小
限
に
お
さ
え
る
に
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
あ

わ
て
ず
に
適
切
な
行
動
を
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。
一
瞬
の
判
断
が
生
死
を
分

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。



広
く
て
、
お
も
ち
ゃ
も
あ
っ

て
、
じ
ゅ
う
た
ん
敷
き
の
部
屋

で
遊
び
ま
せ
ん
か
？
▼
と
き
＝

十
二
月
二
十
四
日
、
平
成
十
七

年
一
月
二
十
八
日
、
二
月
二
十

五
日
の
金
曜
日
※
時
間
は
全
て

午
前
十
時
〜
十
一
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
樽
井
公
民
館
、
大
会
議
室

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝

す
こ
や
か
新
聞
を
配
布
し
ま
す
。

保
育
所
や
幼
稚
園
に
通
っ
て

い
な
い
方
、
親
子
で
保
育
所
に

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。
子
育
て

相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
笆
十
二
月
七
日

貂
・
平
成
十
七
年
一
月
十
一
日

貂
笳
笘
十
二
月
二
十
一
日
貂
・

平
成
十
七
年
一
月
十
八
日
貂
笙

十
二
月
十
四
日
貂
・
二
十
八
日

貂
・
平
成
十
七
年
一
月
十
一
日

貂
・
二
十
五
日
貂
▼
と
こ
ろ
・

連
絡
先
＝
笊
信
達
保
育
所
祟
４

６
４
２
笆
樽
井
保
育
所
祗
０
０

７
４
笳
浜
保
育
所
祚
２
６
６
０

笘
鳴
滝
第
一
保
育
所
祟
４
０
４

１
笙
ち
び
っ
こ
広
場
（
鳴
滝
第

二
保
育
所
内
の
遊
戯
室
、
所
庭
）

祚
３
３
７
１
▼
開
放
時
間
＝
笊

笳
笙
午
前
十
時
〜
十
一
時
半
笆

笘
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
▼
問

合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
二

八
一
）

▼
と
き
＝
平
成
十
七
年
一
月

二
十
九
日
貍
午
後
一
時
四
十
五

分
〜
四
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い

ぴ
あ
泉
南
大
会
議
室
▼
内
容
＝

家
常
恵

い
え
つ
ね
め
ぐ
む

さ
ん
（
元
中
央
児
童
相

談
所
長
）、
稲
垣
俊
雄
さ
ん
（
医

師
）、
昇
慶
一

の
ぼ
り
け
い
い
ち

さ
ん
（
弁
護
士
）、

側
垣

そ
ば
が
き

一
也

か
ず
や

さ
ん
（
児
童
養
護
施

設
長
）、
小
田
浩
伸

　
お
だ
　
ひ
ろ
の
ぶ

さ
ん
（
大
阪

府
教
育
セ
ン
タ
ー
）、
白
山

し
ろ
や
ま

真
知

ま
　
ち

子こ

さ
ん
（
摂
津
市
児
童
相
談
員
）

他
に
よ
る
講
演
と
討
論
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
不
要
▼

一
時
保
育
＝
一
月
十
一
日
貂
ま

で
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。
先

着
五
十
名
で
当
日
保
険
料
三
十

円
を
徴
収
し
ま
す
。
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課

（
内
線
二
八
一
／
蕭
祟
７
６
６

７
／e

-m
a
il:jid

o
u
-f@
c
ity
.

sennan.lg.jp

）

５

市
立
保
育
所
で

所
庭
の
開
放

乳
幼
児
に
遊
び
場
を

提
供
し
ま
す

児
童
虐
待
の
予
防
と

防
止
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

子どもの年齢に合わせた遊びを楽しみな
がら親子で友達づくりをしませんか。▼と
き＝平成１７年１月１２日・１９日・２６
日・２月２日・９日・１６日の水曜日（全
６回）時間は全て午前９時半～１１時▼と
ころ＝子育て支援センター『ひだまり』▼
対象＝平成13年4月2日～平成14年4月1
日生まれの子どもとその保護者
※前回ののびっ子教室参加
者はご遠慮ください▼内
容＝ふれあい遊び・リト
ミック・スタンプ遊
び・新聞で遊ぼう・楽
器遊び・パーティーを
楽しもう・保護者の交
流・身体計測・おやつの
時間等▼参加費＝無料（お
やつ代等は各自負担）▼定員＝
１５組（多数の場合は抽選）▼申込み・問
合せ＝１２月２０日豺までに、電話で子育
て支援センターへ薀祚３３７１

子育ての中で、日頃感じている事を話し
合ったり、子どもの成長・健康・食生活な
どについて交流しながら友達をつくりませ
んか。▼とき＝平成１７年１月１３日貅・

２０日貅・２７日貅・２月４日貊・１８日
貊・２５日貊（全６回）全て午前１０時～
１１時半▼ところ＝子育て支援センター
『ひだまり』▼対象＝平成15年1月1日～平
成15年12月31日生まれの子どもとその保護
者▼内容＝ふれあい遊び・おもちゃ作り・
保育所交流・ミニ講座｢食生活」・調理実
習「おやつ」・保護者の交流等▼参加

費＝無料（実習の材料費は各自
負担）▼定員＝１０組（多数
の場合は抽選）▼申込み・
問合せ＝１２月２０日豺
迄に、電話で子育て支援
センターへ薀祚３３７１

（西信達幼稚園であそぼう！）
『ひだまり』のスタッフが出前で

遊びの場を提供します。親子で参加し、楽
しく遊びましょう！▼とき＝１２月９日貅
午前１０時～１１時半▼ところ＝市立西信
達幼稚園　遊戯室・園庭 ▼対象＝就学前
の子どもとその保護者▼内容＝季節の歌・
手遊び・大型紙芝居・親子での遊び等▼申
込み＝不要▼その他＝雨天実施、徒歩・自
転車でお願いします。▼問合せ＝子育て支
援センター『ひだまり』薀祚３３７１

受
講
生
か
ら
希
望
者
を
募
り
、

今
後
泉
南
市
が
企
画
す
る
子
育

て
支
援
の
た
め
の
親
の
学
習
講

座
な
ど
の
企
画
プ
ロ
セ
ス
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
グ

ル
ー
プ
作
り
を
目
指
し
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容
・
講
師
＝
左
記

のの
表
の
通
り
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井

公
民
館
▼
対
象
＝
学
び
の
場
づ

く
り
の
実
践
者
、
も
し
く
は
関

心
の
あ
る
方
▼
定
員
＝
二
十
人

（
一
時
保
育
は
五
人
）
▼
参
加

費
＝
無
料
（
但
し
、
一
時
保
育

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
子
ど
も

一
人
に
つ
き
保
険
代
五
〇
〇
円

が
必
要
）
▼
申
込
み
＝
十
二
月

十
九
日
豸
必
着
ま
で
に
、
は
が

き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
E
メ
ー
ル
で

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電

話
番
号
（
保
育
を
希
望
す
る
方

は
、
子
ど
も
の
名
前
、
生
年
月

日
、
性
別
も
）
を
記
入
し
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
係
へ
。

世
界
遺
産
、
熊
野
街
道
や
わ

が
ま
ち
泉
南
に
興
味
を
お
持
ち

の
方
は
泉
南
案
内
人
の
会
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
？
▼
と
き
＝
毎

月
第
一
水
曜
日
午
前
十
時
〜
▼

と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼
問
合

せ
＝
樽
井
公
民
館

旧
庄
屋
屋
敷
山
田
家
住
宅

（
登
録
有
形
文
化
財
）
の
一
般
公

開
を
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
毎
月

第
四
日
曜
日
（
十
二
月
は
二
十

六
日
開
催
）
午
前
十
時
〜
午
後

四
時
▼
と
こ
ろ
＝
山
田
家
住
宅

（
JR
新
家
駅
か
ら
南
西
へ
徒
歩
約

５
分
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
そ

の
他
＝
泉
南
案
内
人
の
会
が
山

田
家
住
宅
の
説
明
を
し
ま
す
。

育
児
中
の
今
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
遊
び
を
通
し
て
、
沢
山
の

友
達
と
お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
笊
十
二
月
九
日
笆
十

六
日
笳
平
成
十
七
年
一
月
十
三

日
笘
二
十
日
笙
二
月
十
日
笞
十

七
日
の
木
曜
日
※
時
間
は
全
て

午
前
十
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝

笊
笳
笙
樽
井
公
民
館
笆
笘
笞
信

達
公
民
館
▼
内
容
＝
笊
笆
ク
リ

ス
マ
ス
を
遊
ぼ
う
笳
笘
昔
遊
び

と
た
こ
作
り
笙
笞
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
を
見
よ
う
▼
対
象
＝
就
学

前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
▼

参
加
費
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
笳

笘
は
ス
ー
パ
ー
の
袋
と
ス
ト
ロ

ー
四
本
を
持
参
く
だ
さ
い
。

冬
の
わ
く
わ
く
科
学
教
室
は
、

寒
く
な
る
と
増
え
て
く
る
パ
チ

パ
チ
静
電
気
が
主
役
で
す
。
▼

と
き
＝
平
成
十
七
年
一
月
八
日

貍
午
前
十
時
〜
正
午
▼
と
こ

ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼
内
容
＝
静

電
気
を
使
っ
た
実
験
を
し
な
が

ら
、
電
気
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

エ
レ
キ
テ
ル
や
プ
ラ
ズ
マ
ラ
イ

ト
や
手
回
し
発
電
機
を
使
っ
た

実
験
等
、
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

▼
対
象
＝
小
学
三
年
生
〜
六
年

生
の
児
童
と
そ
の
保
護
者
・
き

ょ
う
だ
い
※
見
学
の
み
は
で
き

ま
せ
ん
▼
参
加
費
＝
一
人
に
つ

き
一
〇
〇
円
（
材
料
費
）
▼
定

員
＝
五
十
人
▼
申
込
み
＝
十
二

月
十
九
日
豸
必
着
ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
E
メ
ー

ル
で
、
住
所
、
電
話
番
号
、
参

加
者
全
員
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

性
別
、
年
齢
、
学
校
名
、
学
年

を
記
入
し
、
わ
く
わ
く
科
学
教

室
係
へ

４

樽
井
公
民
館
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
　
泉
南
市
樽
井
六
・
十

一
・
十
六
　
樽
井
公
民
館
（e-m

ail：
tarui-k@

city.

sennan.osaka.jp

／
薀
祟
４
３
６
１
蕭
祟
４
３
８
０
）

公

館

樽

井

民
親
の
学
び
の
場
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

泉
南
案
内
人
募
集

山
田
家
住
宅
の
一
般

公
開
を
し
ま
す

親
と
子
の
広
場

わ
く
わ
く
科
学
教
室

電
気
と
仲
良
く
な
ろ
う

１月１４日貊 
午前10時～12時 

田村　紀子さん 
（地球市民教育センター） 

と　　き 講　　　　師 内　　　　容 

１月２１日貊 
午前10時～12時 

金　香百合さん 
（ホリスティック教育実践研究所）

１月２６日貉 
午前９時半～11時半 

午前９時半～11時半 

田中　文子さん 
（子ども情報研究センター） 

２月　４日貊 
午前10時～12時 

田村　紀子さん 
（地球市民教育センター） 

２月　９日貉 田村　紀子さん 
（地球市民教育センター） 

２月１８日貊 
午前10時～12時 

田村　紀子さん 
（地球市民教育センター） 

２月２５日貊 
午前10時～12時 

田村　紀子さん 
（地球市民教育センター） 

３月　４日貊 
午前10時～12時 

萩原　紫津子さん 
（ミズプランニング） 

３月１１日貊 
午前10時～12時 

田村　紀子さん 
（地球市民教育センター） 

３月１１日貊 
午後１時～３時 

田村　紀子さん 
（地球市民教育センター） 

わたしから 
　　始めよう 

わたしを知り、 
　　あなたを知る 

子育て支援 
大阪府・泉南市の場合 

みんなの思いを 
かたちにするために 

コーディネーター 
　の役割と必要性 

親の学びの場 
　づくりのコツ① 

親の学びの場 
　づくりのコツ② 

効果的な 
　広報をしよう 

講座のプロセス 
　　　　デザイン 

地域へメッセージ 
　　を発信しよう 

広告掲載枠です。
内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。

広告掲載枠です。
内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。



豊
か
な
言
葉
で
想
像
の
世
界

が
広
が
る
…
そ
ん
な
「
お
は
な

し
」
を
通
し
て
、
楽
し
い
本
の

魅
力
を
子
ど
も
た
ち
に
紹
介
し

ま
す
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

も
ご
一
緒
に
！
▼
と
き
＝
十
二

月
十
一
日
貍
午
後
二
時
半
〜
三

十
分
程
度
▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館

二
階
視
聴
覚
室
▼
対
象
＝
四
歳

以
上
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護

者
▼
定
員
＝
先
着
四
十
人
（
途

中
で
の
出
入
り
は
不
可
）
▼
参

加
費
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
第
一
、

三
、
四
土
曜
日
の
午
後
二
時
半

〜
三
十
分
程
度
、
同
場
所
に
お

い
て
紙
芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
拍
子
木
」
に
よ
る
紙
芝
居
（
〇

歳
か
ら
入
場
可
。
申
込
み
は
不

要
）
▼
問
合
せ
＝
図
書
館

ド
イ
ツ
製
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ

と
他
の
楽
器
や
歌
と
の
ジ
ョ
イ

ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
の
出
演
者
を

募
集
し
ま
す
。
文
化
ホ
ー
ル
の

舞
台
で
、
あ
な
た
の
実
力
を
試

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝

平
成
十
七
年
三
月
二
十
日
豸
午

前
十
時
〜
午
後
四
時
▼
と
こ

ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
（
入
場
無
料
）

▼
応
募
資
格
＝
市
内
在
住
の
小

学
四
年
生
以
上
の
方
（
グ
ル
ー

プ
の
場
合
、
メ
ン
バ
ー
の
中
に

泉
南
市
内
在
住
の
方
が
い
れ
ば

応
募
で
き
ま
す
）
▼
定
員
＝
三

〇
組
▼
参
加
費
＝
一
人
に
つ
き

五
〇
〇
円
▼
申
込
み
＝
平
成
十

七
年
二
月
十
日
貅
〜
三
月
六
日

豸
の
午
前
十
時
〜
午
後
五
時
に

文
化
ホ
ー
ル
（
図
書
館
二
階
事

務
所
）
へ
※
月
曜
日
は
除
く
▼

そ
の
他
＝
一
人
（
ピ
ア
ノ
の
み
）

で
の
参
加
、
グ
ル
ー
プ
（
五
人

ま
で
）
で
の
参
加
も
で
き
ま
す

▼
問
合
せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

市
民
の
皆
様
を
対
象
に
し
た

ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
ス
キ

ー
・
ボ
ー
ド
・
雪
遊
び
な
ん
で

も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
▼
と
き
＝
平
成

十
七
年
二
月
十
日
貅
〜
十
三
日

豸
▼
と
こ
ろ
＝
長
野
県
飯
山
市

斑
尾
高
原
ス
キ
ー
場
▼
定
員
＝

三
十
五
人
（
先
着
順
）
▼
費

用
＝
三
一
、
〇
〇
〇
円
（
バ
ス

運
賃
、
傷
害
保
険
、
二
泊
五
食

を
含
む
）
▼
レ
ン
タ
ル
＝
ス
キ

ー
・
ボ
ー
ド
の
紹
介
可
、
ウ
エ

ア
不
可
▼
主
催
＝
泉
南
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ー
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
連
盟
▼
そ
の
他
＝
▽
二

十
五
人
に
満
た
な
い
場
合
は
、

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
直
前
の
不
参
加
等
は
キ
ャ
ン

セ
ル
料
が
発
生
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
▼
申
込
み
＝
電
話
で

同
連
盟
事
務
局
・
中
川
薀
碾
３

１
５
５
へ
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学

習
課
（
内
線
二
四
七
）

７

毎
月
第
二
土
曜
は

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
と

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

市
民
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

ＡＢＣ委員会文化推進事業部では、

楽しいクリスマス会を開催します。

▼と　き＝１２月２５日貍午後１時半

開場、２時開演

▼ところ＝文化ホール

▼内　容＝▽オープニング泉南市吹奏

楽団「アニメの音楽いっぱいあるよ」

▽劇団往来「ヘンデルとグレーテル」

を上演します。家族そろって楽しめる

音楽会と仕掛けが盛りだくさん。

▼ストーリー＝お父さん、お母さんの

言うことをきかないヘンデルとグレー

テルはある日、お父さんに叱られて家

を飛び出し、森の中へ駆け出してしま

いました。森をさまよい歩いた二人は

もうお腹がペコペコです。さあ、言う

ことをきかなかったヘンデルとグレー

テルはどうなるのでしょうか。

▼定　員＝５００人（先着順）

▼入場料＝無料（入場整理券が必要）

▼入場整理券の配布＝下記申込みの方

に12月14豸貂泉南市立図書館入口で午

前10時～正午の間配布します。

▼申込み＝12月10日貊までにＦＡＸか

Ｅメールで住所・参加者全員の氏名・

子の年齢・電話番号記入の上、寺田迄。

蕭祚1233／e-mail:bkaov309@rinku.

zaq.ne.jp▼問合せ＝生涯学習課（内線

247）

ＡＢＣ委員会では、元気なまち
づくりのため、今年もイルミネー
ションを点灯いたします。真冬の
まちがイルミネーションで輝き美
しく飾られる季節、あなたのまち
でのクリスマスを楽しんでくださ
い。
▼とき＝１２月６日豺～２６日豸
時間は午後５時～９時
▼ところ＝文化ホール
▼問合せ＝地域振興課（内線５８
３）

中
学
校
の
音
楽
ク
ラ
ブ
や
市

民
の
方
な
ど
に
よ
る
音
楽
フ
ェ

ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。
▼
と

き
＝
十
二
月
二
十
五
日
貍
午
後

二
時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー
▼
入
場
料
＝
無
料

▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午
後
一

時
半
〜
三
時
半
※
但
し
、
十
二

月
二
十
五
日
は
あ
り
ま
せ
ん
▼

と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
＝
小
・
中
学
生
と
高
齢
者

の
方
▼
定
員
＝
二
十
人
▼
費

用
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
電
話
、
E
メ
ー
ル
で
。

友
だ
ち
や
親
子
で
卓
球
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
毎

週
金
曜
日
・
土
曜
日
▽
金
曜
日

は
午
後
五
時
〜
七
時
（
第
二
・

四
金
曜
日
は
、
卓
球
教
室
を
開

催
）
▽
土
曜
日
は
午
前
九
時
半

〜
十
一
時
半
（
但
し
、
十
二
月

十
八
日
・
一
月
十
五
日
は
あ
り

ま
せ
ん
）
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
卓
球
教
室
は
十
五
歳
以
上
の
青

少
年
も
可
）
▼
定
員
＝
二
十
人

▼
費
用
＝
無
料
▼
携
行
品
＝
上

ぐ
つ
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電

話
、
E
メ
ー
ル
で
。

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行

委
員
会
で
は
、
私
た
ち
の
野
鳥

観
察
会
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま

す
。
野
鳥
の
観
察
を
通
し
て
、

身
近
な
自
然
を
体
感
し
、
そ
の

大
切
さ
を
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん

か
。
▼
と
き
＝
十
二
月
十
一
日

貍
午
前
九
時
〜
正
午
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
の
森
▼
集
合
＝
午

前
九
時
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
＝
小
・
中
学
生
▼
定
員
＝

十
五
人
▼
費
用
＝
無
料
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
E
メ
ー

ル
で
。

子
育
て
な
ど
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
や
悩
み
を
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
▼
と
き
＝
毎
週
水

曜
日
午
前
九
時
半
〜
正
午
▼
と

こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
費

用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
電
話
、
E
メ
ー
ル
で
。

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行

委
員
会
で
は
、
お
話
や
紙
芝
居

な
ど
の
読
み
聞
か
せ
の
会
を
開

催
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
笊
十
二

月
十
八
日
貍
午
前
十
時
〜
十
時

四
十
分
笆
二
十
日
豺
午
後
四
時

〜
四
時
三
十
分
▼
と
こ
ろ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
笊
メ

リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
（
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
）
・
か
さ
じ
ぞ
う
笆
あ

お
い
そ
ら
・
こ
い
ぬ
の
う
ん
ち

他
▼
対
象
＝
小
学
生
以
下
の
子

ど
も
▼
定
員
＝
二
十
人
▼
費

用
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
電
話
、
E
メ
ー
ル
で
。

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行

委
員
会
で
は
、
泉
南
楽
し
い
な

読
み
聞
か
せ
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
本
を
読
ん

だ
り
、
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
▼
と

き
＝
十
二
月
十
八
日
貍
午
前
十

時
四
十
五
分
〜
午
後
十
二
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
＝
ド
ラ
マ
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
▼
講
師
＝
岩
橋
由
梨
さ
ん

（
朗
読
劇
講
師
）
▼
対
象
＝
十
八

歳
以
上
の
方
で
、
子
ど
も
に
本

な
ど
を
読
み
聞
か
せ
た
い
方
▼

定
員
＝
二
十
人
▼
参
加
費
＝
無

料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、

E
メ
ー
ル
で
。

６

青
少
年
セ
ン
タ
ー
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
〒
五
九
〇・〇
五
二
一
　
泉
南
市
樽
井
八
・十
三
・十
八

青
少
年
セ
ン
タ
ー（e-mail：

seishonen-center@
city.

sennan.osaka.jp

／
薀
祚
３
５
０
０
蕭
祗
５
４
２
５
）

年

ン

タ

｜

青

少

セ
音
楽
フ
ェ
ス
タ
を

開
催
し
ま
す

将
棋
道
場
で
楽
し
く

交
流
し
ま
せ
ん
か

友
だ
ち
家
族
で
卓
球

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

巣
箱
は

大
丈
夫
か
な
？

こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す

読
み
聞
か
せ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
学
ぶ
。

▼
と
き
＝
平
成
十
七
年
一
月
十
五
日
貍
午
前
八
時
〜
午
後
五
時

▼
と
こ
ろ
＝
野
島
断
層
記
念
公
園
（
北
淡
町
）

▼
対
象
＝
市
内
の
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
三
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

▼
定
員
＝
五
十
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
保
険
料
と
し
て
五
〇
〇
円
と
入
館
料
と
し
て
小
学
生

二
五
〇
円
・
中
学
生
三
〇
〇
円
・
大
人
五
〇
〇
円

▼
申
込
み
＝
十
二
月
二
十
四
日
貊
必
着
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
か

E
メ
ー
ル
に
防
災
に
学
ぶ
参
加
希
望
、
参
加
者
及
び
保
護
者
の
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入
の

上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

広告掲載枠です。
内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。



パ
ソ
コ
ン
の
基
本
か
ら
文
書

作
成
、
表
計
算
を
学
習
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
平
成
十
七
年
一
月
十

一
日
貂
〜
二
月
十
日
貅
ま
で
の

毎
週
火
・
木
曜
日
午
後
七
時
〜
九

時
（
全
十
回
）▼
と
こ
ろ
＝
あ
い

ぴ
あ
泉
南
▼
対
象
＝
市
内
在
住

の
母
子
・
寡
婦
の
方
▼
定
員
＝

四
名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）▼

参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
十
二
月
二
十
日
豺
必
着

迄
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
氏

名
・
住
所
・
年
齢
・
電
話
番
号

一
時
保
育
を
希
望
の
場
合
は
、

子
ど
も
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
と

生
年
月
日
を
記
入
の
上
、
〒
五

九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井

一
丁
目
八
番
四
七
号
あ
い
ぴ
あ

泉
南
／
母
子
・
寡
婦
パ
ソ
コ
ン

教
室
係
薀
祕
０
７
０
７

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
を
使
っ

て
、
健
康
づ
く
り
・
体
力
づ
く

り
を
し
ま
せ
ん
か
？
市
民
体
育

館
で
は
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

に
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
ご
利

用
い
た
だ
く
た
め
に
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
十
二

月
二
十
三
日
豢
午
前
十
時
〜
正

午
▼
と
こ
ろ
＝
市
立
市
民
体
育

館
▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤

で
十
八
歳
以
上
の
方
▼
定
員
＝

先
着
五
十
名
▼
申
込
期
間
＝
十

二
月
十
五
日
貉
〜
二
十
二
日
貉
、

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
（
月
曜

の
午
後
・
火
曜
日
は
休
館
）
※

但
し
、
期
間
内
で
あ
っ
て
も
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法
＝
体
育
館
備
え
付

け
用
紙
に
、
写
真
一
枚
（
三

詢
×
二
・
五
詢
）
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
内
容
＝
講
義
・
実

習
▼
持
参
品
＝
筆
記
用
具
、
タ

オ
ル
、
上
靴
▼
そ
の
他
＝
▽
講

習
会
を
終
了
さ
れ
た
方
に
「
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
使
用
許
可
証
」

を
発
行
し
ま
す
。（
許
可
証
が
な

け
れ
ば
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
（
有

料
）
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
）

▽
許
可
証
の
期
限
切
れ
に
は
ご

注
意
を
！
（
六
ヶ
月
以
上
経
過

す
る
と
更
新
で
き
な
く
な
り
ま

す
。）
▼
問
合
せ
＝
市
民
体
育
館

（
薀
祗
１
０
０
０
）

９

「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習

会
」
の
ご
案
内

母
子
・
寡
婦
の
た
め
の

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

生涯学習まちづくり実行委
員会では、本年度も様々の事
業を実施しています。紀泉わ
いわい村体験、男里川周辺の
自然観察会、復活公園遊び、
外国人留学生との交流などを
実施いたしました。
今後の予定は以下の通り。

▼と　き＝12月12日豸午前10
時～午後3時
▼ところ＝岡田浦漁港・りん
くう南浜公園
▼内　容＝凧あげ大会やたこ
天、たこ飯、カニ味噌汁など
の販売、フリーマーケット等。
※岡田浦漁業協同組合との共
催事業です。
▼問合せ＝地域振興課（内線
583）

▼と　き＝3月6日豸時間未定
▼ところ＝文化ホール
▼内　容＝太鼓塾生による和
太鼓披露や、まちづくり講演
等を予定
▼その他＝詳細については2
月号に掲載予定です。
▼問合せ＝生涯学習課（内線
247）

▼ごみの収集日を変更します＝12月、1
月の休日にともない、可燃ごみ及び粗大
ごみ、空きかん・空きびんの収集を次表
のとおり行います。収集日程カレンダー
を必ず確認し、収集日当日の午前9時ま
でに決められた集積場所に、ごみを分別
して出してください。

▼木・金の週１回収集を行っています、
ふとん、じゅうたん、毛布、カーペット、
ざぶとん、木くず、植木の葉刈り、靴な
ど＝▽年末については、月・木曜日地域
は12月16日貅までに出してください。火、
金曜日地域は12月17日貊までに出してく
ださい。
▽年始については、1月13日貅以降の木、

金曜日に出してください。
▼電話申込みによる不燃ごみの受付につ
いて＝▽年末は12月29日貉まで行いま
す。
▽年始は1月7日貊から受付を行います。
特に年末は多数の申込みがありますの
で、できるだけ早く申込んでください。
また、年内の申込みが多数の場合、年内
の申込みであっても1月7日貊以降となり
ますのでご了承ください。
▼収集できないごみ類＝事業所、商店等
の営利を目的として出るごみについて
は、自らの責任において運搬処理するか、
一般廃棄物処理業許可業者に収集依頼し
てください。
▼ごみ焼却場へのごみの持ち込みについ
て＝年末は多量のごみが一斉に清掃工場
に持ち込まれ、ごみ収集車や一般の持ち
込み車両等で混雑し、清掃工場内はたい
へん危険な状態となります。つきまして
は、一般のご家庭からのごみの持ち込み
については、できるだけ12月24日貊まで
に持ち込んでいただきますよう、ご理解
とご協力をお願いします。
▼ごみの収集に関する問合せ＝清掃課薀
祟５８７５
▼ごみの持ち込みについての問合せ＝泉
南清掃事務組合薀祚０５８１

年
　
　
　
末 

年
　
　
　
始 

12月23日貅 
12月24日貊 
12月25日貍 
12月26日豸 
12月27日豺 
12月28日貂 
12月29日貉 
12月30日貅 
１月５日貉 
１月６日貅 
１月７日貊 
１月８日貍 
１月９日豸 
１月10日豺 

休　日 

休　日 
休　日 

休　日 
休　日 

12月22日貉 

火・金曜日地域を収集します 

火・金曜日地域を収集します 

月・木曜日地域を収集します 

月・木曜日地域を収集します 

月・木曜日地域を収集します 
火・金曜日地域を収集します 
月・木曜日地域を収集します 
火・金曜日地域を収集します 
粗大ごみ№3・カンビン№2地域を収集します 

粗大ごみ№1・カンビン№3地域を収集します 
１月11日貂 
１月12日貉 

月・木曜日地域を収集します 

１月13日貅 通常通りの収集 

火・金曜日地域を収集します 

平
成
十
七
年
新
年
互
礼
会
を

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
市
民
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
▼
と
き
＝
平
成
十

七
年
一
月
四
日
貂
午
前
十
一
時

（
十
時
半
受
付
開
始
）
〜
正
午
▼

と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
・
大

会
議
室
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
問

合
せ
＝
秘
書
課
（
内
線
三
〇
二
）

▼
と
き
＝
平
成
十
七
年
一
月
九

日
豸
午
後
一
時
〜
四
時
▼
と
こ

ろ
＝
大
阪
府
谷
町
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
地
下
鉄
谷
町
線
谷
町
六
丁

目
下
車
澁
番
出
口
徒
歩
五
分
）

▼
内
容
＝
式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
、
懇
談
会
等
▼
対
象
＝
聴

覚
障
害
を
も
つ
新
成
人
▼
費

用
＝
新
成
人
は
無
料
▼
主
催
＝

社
団
法
人
大
阪
聴
力
障
害
者
協

会
・
大
阪
市
聴
言
障
害
者
協
会

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
大

阪
聴
力
障
害
者
協
会
事
務
局
肥

田
宛
へ
。
薀
０
６
・
６
７
６

１
・
１
３
９
４
／
蕭
０
６
・
６

７
６
８
・
３
８
３
３

中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
方

へ
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
話
の

内
容
を
つ
か
ん
で
筆
記
し
伝
え

る
要
約
筆
記
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
平
成
十
七
年
一
月
二

十
日
〜
三
月
二
十
四
日
迄
の
毎

週
木
曜
日（
全
十
回
）午
後
一
時

〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ

泉
南
▼
内
容
＝
要
約
筆
記
講
座

の
基
礎
コ
ー
ス
▼
対
象
＝
要
約

筆
記
に
関
心
が
あ
り
、
全
回
出

席
で
き
る
方
▼
定
員
＝
二
十
人

▼
参
加
費
＝
一
、
〇
〇
〇
円（
テ

キ
ス
ト
代
）▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
十
二
月
一
日
貉
〜
平
成
十

七
年
一
月
七
日
貊
迄
の
期
間
に

電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
せ
ん
な
ん

ピ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
薀
祗
０
１
１

４
／
蕭
祗
２
１
１
７

「
日
本
語
」
で
こ
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

「
日
本
語
教
室
」
で
「
日
本
語
」

の
べ
ん
き
ょ
う
を
は
じ
め
ま
せ

ん
か
！
▼
と
き
＝
笊
毎
週
木
曜

日
午
後
二
時
〜
三
時
半
笆
毎
週

火
曜
日
午
後
三
時
〜
四
時
半
▼

と
こ
ろ
＝
笊
樽
井
公
民
館
笆
新

家
公
民
館
▼
問
合
せ
＝
政
策
推

進
課
（
内
線
二
八
七
）

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
で
は
、
人
と

犬
の
よ
り
よ
い
関
係
を
テ
ー
マ

に
「
ほ
め
て
教
え
る
楽
し
い
犬

の
し
つ
け
方
」
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
ワ
ン
ち
ゃ
ん
が
何
を
す

れ
ば
い
い
の
か
ほ
め
て
教
え
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。
▼
と
き
＝
平

成
十
七
年
一
月
十
五
日
貍
午
後

一
時
半
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
参
加
費
＝
無

料
▼
定
員
＝
九
十
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
二
月

六
日
豺
〜
十
五
日
貉
（
土
日
を

除
く
）
の
午
前
九
時
〜
午
後
五

時
十
五
分
ま
で
に
電
話
で
政
策

推
進
課
へ
（
内
線
二
八
七
）

日
頃
の
ス
ト
レ
ス
解
消
、
免

疫
力
ア
ッ
プ
、
生
活
習
慣
病
を

解
消
し
ま
し
ょ
う
。
▼
と
き
＝

笊
平
成
十
七
年
一
月
二
十
一
日

貊
笆
二
十
八
日
貊
※
時
間
は
全

て
午
後
一
時
半
〜
四
時
▼
と
こ

ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
内
容
＝

郭
林
新
気
功

か
く
り
ん
し
ん
き
こ
う

（
歩
き
な
が
ら
呼

吸
法
を
併
用
）▼
対
象
＝
笊
六
十

歳
以
上
の
市
民
の
方
笆
が
ん
患

者
▼
定
員
＝
各
二
十
名
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）▼
申
込
み
＝
一

月
十
四
日
貊
迄
に
電
話
で
あ
い

ぴ
あ
泉
南
へ
薀
祕
０
７
０
７

初
心
者
の
方
を
対
象
に
、
わ

か
り
や
す
く
楽
し
め
る
内
容
に

し
て
い
ま
す
。
▼
と
き
＝
平
成

十
七
年
一
月
十
八
日
貂
午
後
一

時
半
〜
四
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
あ

い
ぴ
あ
泉
南
▼
対
象
＝
六
十
歳

以
上
の
市
民
の
方
ま
た
は
十
八

歳
以
上
の
障
害
者
手
帳
所
持
者

優
先
▼
内
容
＝
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
の
使
い
方
・
実
写
・
プ
リ
ン

ト
、
教
室
で
使
う
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
は
各
自
に
一
台
貸
し
出
し

ま
す
▼
定
員
＝
十
五
名
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝

二
〇
〇
円
▼
申
込
み
＝
一
月
七

日
貊
ま
で
に
電
話
で
あ
い
ぴ
あ

泉
南
へ
薀
祕
０
７
０
７

８

新
年
互
礼
会
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

大
阪
ろ
う
あ
者

成
人
式

要
約
筆
記
者
養
成

講
座
受
講
生
募
集

犬
の
し
つ
け
教
室
を

開
催
し
ま
す

あ
い
ぴ
あ
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
入
門
講
座

泉
南
市
へ
お
住
ま
い
の

外
国
人
の
皆
さ
ん
へ

新成人の皆さま、ご成人おめでとうございま
す。泉南市・泉南市教育委員会では、次のとお
り平成17年成人記念祭を開催します。皆さまの
ご出席を心よりお待ちしております。
▼と　き＝平成17年1月10
日豢午前9時受付、10
時開式
▼ところ＝文化ホ
ール
▼対　象＝昭和59
年4月2日から昭和60
年4月1日に生まれた
方※対象の方には12月
中旬にハガキで通知します。
▼その他＝▽当日は混雑が予想されますので、
自動車でのご来場はご遠慮ください。
▼問合せ＝生涯学習課（内線252）

羽ばたけ２１世紀　青少年の明
るい未来へ！をテーマに、大阪府
警察音楽隊と泉南市青少年吹奏楽
団によるジョイントコンサートを
開催しま
す。
▼とき＝
12月19日
豸午後１
時半開場、２時開演
▼ところ＝文化ホール
▼入場料＝無料（入場整理券が必
要）
▼定員＝500人（先着順）
▼入場整理券の配付＝12月1日貉
から、市役所教育委員会生涯学習
課・文化ホールで配付しています。
▼問合せ＝生涯学習課（内線253）

あ
い
ぴ
あ
気
功
講
座



宅
内
給
水
管
の
清
掃
は
法
律
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
し
、
そ
の
よ
う

な
業
者
と
泉
南
市
水
道
部
と
は
一
切
関

係
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
▼
問
合
せ
＝
水
道
部
工
務
課
（
薀

祗
６
５
５
１
）

私
た
ち
の
身
近
に
は
、
様
々
な
事
情

で
、
家
庭
を
離
れ
て
生
活
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
家

庭
で
育
て
ら
れ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
た

ち
を
、
深
い
愛
情
と
理
解
を
持
っ
て
ご

家
庭
で
育
て
て
く
だ
さ
る
方
を
里
親
と

い
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
明
る
く
健

や
か
に
育
つ
た
め
に
、
あ
な
た
の
家
庭

を
求
め
て
い
ま
す
。
里
親
に
は
、
養
育

里
親
、
短
期
里
親
、
親
族
里
親
、
専
門

里
親
が
あ
り
、
里
親
に
な
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
は
、
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

の
調
査
及
び
知
事
の
認
定
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
岸
和
田
子
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
　
薀
砌
３
９
７
７
蕭
矼
９

０
０
８

11

毎月第3木曜日 
午後2時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

納税課 
薀83-0001 
（内線233） 

12月２日,９日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館 
一階会議室 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
家庭児童 
　　相談室 
薀85-1586

児童相談 

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

市役所納税課 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

家庭児童 
　　相談室 
薀85-1586

高齢障害福祉課 
薀83-0001 
（内線288） 

母子相談 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時半～正午 

月～土曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

人権協会 
薀85-1401

農業委員会事務局 
薀83-0001 
（内線551） 

教育相談 
月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 
月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 

月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

月～金曜日の 
午前10時～午後4時 
来所の場合は要予約 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

障害者等住宅改造相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

毎月第3水曜日 
午後1時～4時 

市役所 
市民相談室 

人権協会 
薀85-1401

市役所別館 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎月第４木曜日 
午後1時30分 
　～4時30分 

毎週月・木曜日 
午前9時 
～午後5時15分 
毎月第1・3 
木曜日午前10時～正午 
事前予約が必要です 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

せんなん 
ピアセンター 
薀82-0114

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後1時～4時 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

課税課 
薀83-0001 
（内線352） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第2、4木曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後1時半～3時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

就労支援相談 

総合生活相談 

夜間納税相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
82－4111

毎月10日（土日祝 
日は翌執務日） 
午後５時半～８時 

あ
な
た
も
里
親
に

関西国際空港情報：№55

関西が生んだ人気ボーカルグル

ープ軼Ｂａｂｙ　Ｂｏｏ軻による

アカペラコンサートや、展望ホー

ルでのクリスマスミニコンサート

など楽しいイベントが盛りたくさ

ん！

笊Ｂａｂｙ　Ｂｏｏクリスマスコ
ンサートＩＮ関空
▼日時＝１２月２３日豢午後

▼場所＝旅客ターミナルビル２階

北　多目的カウンター前

▼内容＝関西が生んだ人気№１ボ

ーカルグループによるアカペラコ

ンサート。

笆クリスマスミニコンサートＩＮ
「スカイビュー」
▼日時＝１２月２３日豢・２４日

貊・２５日貍午後５時～（予定）

▼場所＝関空展望ホール

▼内容＝ミュージシャンたちによ

る、ゴスペルやクリスマスソング

のミニコンサート。なお、展望ホ

ールスカイビューは、１２月３１

日終日営業いたします。

笳サンタさんと子ども達のクリス
マスパレード
▼日時＝１２月２３日豢午前１１

時～（予定）

▼内容＝幼稚園児とサンタさんの

かわいらしいパレード。

その他詳細についてはホームペー

ジをご覧ください。（http://www.

kansai-airport.or.jp/）なお、１２

月２５日貍までの期間、旅客ター

ミナルビル及び展望ホールでクリ

スマスイルミネーションを実施し

ています。

▼問合せ＝関西国際空港（株）タ

ーミナル営業部薀５５－２０３６

（平日午前９時半～午後５時半）

▼
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
の
交
付

笊

同
一
医
療
機
関
に
お
い
て
、
同
一
月

内
の
入
院
時
医
療
費
（
健
康
保
険
適
用

分
に
限
る
）
の
一
部
負
担
金
の
上
限

（
通
常
、
四
〇
、
二
〇
〇
円
）
が
二
四
、

六
〇
〇
円
に
、
食
事
代
の
自
己
負
担
額

（
通
常
、
一
日
当
た
り
七
八
〇
円
）
が
六

五
〇
円
、
ま
た
は
五
〇
〇
円
に
そ
れ
ぞ

れ
減
額
さ
れ
ま
す
。
交
付
対
象
者
は
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
老
人
保

健
医
療
受
給
者
の
方
で
す
。

笆

同
一
医
療
機
関
に
お
い
て
、
同
一
月

内
の
入
院
時
医
療
費
（
健
康
保
険
適
用

分
に
限
る
）
の
一
部
負
担
金
の
上
限

（
通
常
、
四
〇
、
二
〇
〇
円
）
が
一
五
、

〇
〇
〇
円
に
、
食
事
代
の
自
己
負
担
額

（
通
常
、
一
日
当
た
り
七
八
〇
円
）
が
三

〇
〇
円
に
そ
れ
ぞ
れ
減
額
さ
れ
ま
す
。

交
付
対
象
者
は
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

に
属
し
、
か
つ
世
帯
員
各
人
の
収
入
額

が
一
定
額
以
下
の
老
人
保
健
医
療
受
給

者
の
方
で
す
。

※
笊
笆
と
も
、
発
効
は
申
請
月
の
一
日

か
ら
と
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
入

院
時
に
備
て
え
、
交
付
を
受
け
て
お
く

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
「
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」
の
交
付

同
一
医
療
機
関
に
お
い
て
、
同
一
月

内
の
入
院
時
医
療
費
（
当
該
特
定
疾
病

に
係
る
健
康
保
険
適
用
分
に
限
る
）
の

一
部
負
担
金
の
上
限
が
、
一
〇
、
〇
〇

〇
円
に
減
額
さ
れ
ま
す
。
交
付
対
象
者

は
、
医
師
よ
り
国
の
指
定
す
る
特
定
疾

病
（
人
工
腎
臓
を
実
施
し
て
い
る
慢
性

腎
不
全
・
血
友
病
・
後
天
性
免
疫
不
全

症
候
群
）
に
よ
り
診
療
を
受
け
て
い
る

旨
の
意
見
書
の
あ
る
老
人
保
健
医
療
受

給
者
の
方
で
す
。
▼
問
合
せ
＝
生
活
福

祉
課
（
内
線
三
一
〇
）

平
成
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在

で
工
業
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
製
造
業
及
び
加
工
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
に
そ
の
活
動
実
態
を

調
査
す
る
も
の
で
、
調
査
結
果
は
国
や

大
阪
府
、
市
町
村
の
行
政
施
策
の
立
案

や
民
間
に
お
け
る
経
営
指
針
策
定
の
基

礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
平
成
十
七
年
二
月
一
日
現
在
で

農
林
業
・
農
山
村
地
域
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
対
象
と
な
る
農
林
業

を
営
む
世
帯
に
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま

す
の
で
、
前
記
工
業
統
計
調
査
と
同
様

に
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
票
は
統
計
法

に
基
づ
き
、
統
計
以
外
の
目
的
に
使
用

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
▼
問
合

せ
＝
総
務
課
（
内
線
二
六
八
）

▼
補
助
対
象
者
＝
集
熱
器
の
総
面
積

七
五
㎡
ま
で
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
を

設
置
さ
れ
る
方
。

▼
補
助
金
額
＝
集
熱
器
の
総
面
積
に
応

じ
た
補
助
金
額
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
補
助
額
の
目
安
＝
六
㎡
で
約
一
〇
万

円
、
七
五
㎡
で
一
二
五
万
円
（
補
助
金

額
は
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の
型
式
に
よ

り
差
が
生
じ
ま
す
。）
な
お
、
住
宅
以
外

の
場
所
に
設
置
す
る
場
合
（
但
し
、
公

共
施
設
は
除
く
。）
も
対
象
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
＝
財
団
法
人

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
太
陽
熱
利
用
部

〒
一
〇
二
・
八
五
五
五
　
東
京
都
千
代

田
区
紀
尾
井
町
三
番
六
号
　
秀
和
紀
尾

井
町
パ
ー
ク
ビ
ル
６
Ｆ
薀
０
３
・
５
２

７
５
・
９
５
６
６
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
tt

p://w
w
w
.nef.or.jp

市
税
の
納
期
内
納
付
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
市
税
の
納
付
に
は
、
確
実
で

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
、
通
帳
の
お
届
け
印
、
納
税

通
知
書
、
※
市
税
口
座
振
替
申
込
書
を

ご
持
参
の
上
、
お
取
引
さ
れ
て
い
る
金

融
機
関
、
郵
便
局
の
窓
口
で
申
込
書
に

よ
り
簡
単
に
手
続
き
で
き
ま
す
。
な
お
、

※
申
込
書
は
市
内
の
市
税
取
扱
い
金
融

機
関
、
郵
便
局
、
市
役
所
納
税
課
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
納
税

課
（
内
線
二
三
五
／
二
三
六
）

最
近
、
市
内
に
お
い
て
宅
内
給
水
管

の
汚
れ
を
無
料
点
検
す
る
等
の
趣
旨
で
、

ご
家
庭
を
業
者
が
訪
問
す
る
と
い
う
ケ

ー
ス
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
費

の
減
額
制
度
に
つ
い
て

統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用

シ
ス
テ
ム
補
助
制
度

市
税
の
納
期
内
納
付
に

ご
協
力
下
さ
い

宅
内
給
水
管
の
清
掃

に
つ
い
て
お
知
ら
せ

10

十
二
月
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

（
第
四
期
分
）
の
納
税
月
と
な
っ
て
い
ま

す
。



十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
▼
募
集
住
宅

名
＝
▽
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
中
小
路
（
中
小

路
）
▽
サ
ニ
ー
ハ
ウ
ス
泉
南
（
信
達
市
場
）

▼
申
込
書
の
配
布
＝
大
阪
府
住
宅
供
給
公

社
及
び
泉
南
住
宅
管
理
事
務
所
、
市
役
所

都
市
計
画
課
で
配
布
▼
申
込
み
＝
所
定
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
同

公
社
ま
で
（
先
着
順
で
受
付
）
▼
問
合

せ
＝
大
阪
府
住
宅
供
給
公
社
管
理
業
務
課

（
薀
０
６
・
６
２
０
３
・
５
４
５
１
）

年
末
・
年
始
に
あ
た
り
、
さ
わ
や
か
バ

ス
の
運
行
を
休
止
し
ま
す
。
な
お
、
平
成

十
七
年
は
一
月
五
日
貉
か
ら
通
常
ど
お
り

運
行
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
運
行
休
止
期
間
＝
平
成
十
六
年
十
二
月

三
十
日
貅
〜
平
成
十
七
年
一
月
四
日
貂
▼

内
容
＝
全
便
の
運
行
を
休
止
し
ま
す
▼
問

合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
三
四
八
）

国
土
交
通
省
が
実
施
す
る
都
市
再
生
街

区
基
本
調
査
の
一
環
と
し
て
、
独
立
行
政

法
人
都
市
再
生
機
構
が
、
測
量
等
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
平
成
十
六
年
十
二
月
〜
平
成
十

七
年
三
月
（
予
定
）

▼
対
象
地
域
＝
泉
南
市
の
人
口
集
中
地
区

※
人
口
集
中
地
区
と
は
人
口
密
度
が
四
、

〇
〇
〇
人
／

以
上
で
あ
り
、
隣
接
し

て
五
、
〇
〇
〇
人
以
上
を
有
す
る
地
区
が

存
在
す
る
地
区
で
す
。

▼
作
業
内
容
＝
現
地
踏
査（
公
共
基
準
点
、

及
び
官
民
境
界
杭
等
の
状
況
調
査
）

▼
問
合
せ
＝
都
市
再
生
機
構
西
日
本
支
社

都
市
再
生
企
画
部
薀
０
６
・
６
９
６
９
・
９

５
９
２
又
は
農
林
水
産
課
（
内
線
五
七
五
）
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　 　 　 珈 玳 珎 玻
珀 笞 笵 珞 璢 琅 瑯
琥 筍 笋 筌 瑕 琿 瑟
瑙 筧 筰 瑩 瑰 瑣 瑪
瑶 箟 箍 箜 箚 箋 笊
笆 笳 笘 笙 笞 笵 笨

12月1日～1月8日・薀祚２６２７ 
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

　　　珈玳珎玻
珀縋笵珞璢琅瑯
琥繃笋琺瑕琿瑟
瑙繞筰瑩瑰筮瑪
瑶繻箍璞箚箋笊
笆笳笘珀珥珮珞  

　 　　珈玳珎玻
珀縋笵珞璢琅瑯
琥繃笋琺瑕琿瑟
瑙繞筰瑩筬瑣瑪
箘箟箍箜箚箋笊
笆笳笘珀珥珮珞  

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

12月1日～1月8日・薀祗１０００ 

　清掃工場運転停止による、余熱（蒸気）停止のため 
　　　　　１２月２９日から１月８日まで休館します。 

※開館時間は、午前9時～午後10時 
　（早く閉館する場合があります） 

12月1日～1月8日・薀祟４３６１ 

年
末
年
始
さ
わ
や
か
バ
ス
の

運
休
の
お
知
ら
せ

都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
に

伴
う
測
量
等
に
つ
い
て

老齢基礎年金は、受給資格を満
たした方に原則として６５歳から
支給されますが、希望すれば６０
歳から６４歳の間でも繰上げて支
給を受けることができます。但し、
繰上げ請求したときの年金額は下
表の減額率により減額された額と
なります。※付加年金も同様に減
額されます。
繰上げ請求は、一度手続きをす

ると取り消すことができませんの
で、次の笊～笨を十分にご理解い
ただいた上で、請求を行ってくだ
さい。
笊一度手続きをすると請求や裁定
の取消はできません笆６５歳に達
しても年金額は引き上げられるこ
とはなく、減額率は生涯変わりま
せん笳請求後、障害の状態に該当
するようになっても、障害基礎年
金を請求することができません笘

６５歳になるまで、遺族厚生年金
と繰上げの老齢基礎年金の両方を
受けることはできません笙寡婦年
金の請求はできません。また、す
でに寡婦年金を受けている方につ
いても、寡婦年金の権利が失われ
ます笞昭和１６年４月１日以前に
生まれた方が厚生年金保険などの
被保険者になっている間（６５歳
になるまで）、老齢基礎年金を受
けることができません笵昭和１６
年４月２日以後に生まれた方は、
特別支給の老齢厚生年金と繰上げ
の老齢基礎年金の両方の年金を受
けることができます笨国民年金に
任意加入できません。また、６６
歳以降、繰下げて請求すれば、年
齢に応じて増額した年金を受け取
ることができます。
▼問合せ＝国保年金課（内線２５
５）

請求時の年齢 減額率 （旧）減額率 請求月から65歳になる月の前月までの月数 

60歳0か月～60歳11か月 

61歳0か月～61歳11か月 

62歳0か月～62歳11か月 

63歳0か月～63歳11か月 

64歳0か月～64歳11か月 

60か月～49か月 

48か月～37か月 

36か月～25か月 

24か月～13か月 

12か月～1か月 

30.0％～24.5％ 

24.0％～18.5％ 

18.0％～12.5％ 

12.0％～6.5％ 

6.0％～0.5％ 

42％ 

35％ 

28％ 

20％ 

11％ 

▼老齢基礎年金の繰上げ減額率＝繰上げ支給の老齢基礎年金の減額率は、
６５歳前の請求時の年齢が１か月増すごとに０.５％ずつ低くなるしくみに
なり、次の式で計算した率となります。なお、昭和１６年４月１日以前に
生まれた方は、年単位の（旧）減額率となります。
▼減額率＝０.５％×繰上げ請求月から６５歳になる月の前月までの月数

泉
南
市
で
は
、
泉
南
市
内
に
居
住
し

（
法
人
は
市
内
に
本
店
を
有
し
）、
市
内
で

事
業
を
営
み
、
大
阪
府
制
度
融
資
の
う
ち

次
の
笊
〜
笙
の
資
金
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
に
対
し
、
利
子
の
一
部
補
給
を
行
い
ま

す
。

笊
経
営
安
定
対
策
資
金
融
資
笆
連
鎖
倒
産

防
止
対
策
資
金
融
資
笳
緊
急
経
営
支
援
特

別
融
資
笘
経
営
基
盤
確
保
特
別
融
資
笙

０
・
１
５
７
影
響
業
種
特
別
融
資
。

以
上
の
融
資
を
平
成
六
年
四
月
一
日
〜

平
成
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
に
受
け
て

い
る
方
及
び
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
融
資

制
度
に
よ
る
小
企
業
等
経
営
改
善
資
金
融

資
を
平
成
十
四
年
一
月
一
日
〜
平
成
十
六

年
十
二
月
三
十
一
日
に
受
け
て
い
る
方

（
但
し
、
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
融
資
を
受
け
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
、
実
行
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
間
、
平

成
十
六
年
四
月
一
日
以
降
に
融
資
を
受
け

て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
実
行
日
か
ら
起

算
し
て
五
年
間
の
融
資
に
つ
い
て
の
み
）。

▼
補
給
額
＝
借
入
金
五
〇
〇
万
円
を
限
度

と
し
た
返
済
利
率
の
う
ち
一
謾
相
当
利
息

額
（
返
済
利
率
が
三
謾
の
場
合
、
二
謾
が

自
己
負
担
分
、
一
謾
が
市
の
補
給
分
）
▼

申
請
＝
平
成
十
六
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま

で
に
返
済
し
た
利
子
に
つ
い
て
、
平
成
十

七
年
一
月
三
十
日
ま
で
に
市
役
所
地
域
振

興
課
に
備
え
付
け
の
補
給
金
交
付
申
請
書

と
返
済
状
況
証
明
書
（
金
融
機
関
証
明
済

の
も
の
）
に
、
金
融
機
関
発
行
の
返
済
計

画
書
の
写
し
、
納
税
証
明
書
（
市
税
の
完

納
を
証
す
る
書
面
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
※
な
お
、
重
複
し
て
融
資
を
受
け
て

い
る
場
合
は
、
う
ち
一
件
分
だ
け
が
補
給

対
象
融
資
と
な
り
ま
す
▼
問
合
せ
＝
地
域

振
興
課
（
内
線
五
八
三
）

移
動
図
書
館
・
か
し
の
き
号
は
、
お
と

な
の
本
と
子
ど
も
の
本（
約
二
六
〇
〇
冊
）

を
積
ん
で
、
市
内
十
二
カ
所
の
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
月
に
二
回
ず
つ
巡
回
し
て
い
ま

す
。
か
し
の
き
号
で
は
、
お
一
人
に
つ
き

八
冊
ま
で
本
を
借
り
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
巡
回
場
所
、
日
時
は
下
記
巡

回
日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
但
し
、
大

雨
洪
水
警
報
発
令
時
等
、
気
象
状
況
に
よ

り
、巡
回
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
を
借
り
ら
れ
る
方
は
、
図
書

館
の
貸
出
券
が
必
要
で
す
。
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
、
保
険
証
、
本
人
宛
に
届
い
た
手
紙

等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
＝

図
書
館
（
薀
祗
７
７
６
６
）

入
居
者
の
所
得
に
応
じ
て
、
府
が
家
賃

の
一
部
を
補
助
す
る
中
堅
所
得
者
向
け
の

「
大
阪
府
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
」
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。
▼
募
集
期
間
＝
平
成
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鳴滝第２小学校 

楠台１号公園 

サンハイツ和泉砂川 

ファミール南大阪 

関空マーブルコースト 

砂川老人集会場 

青少年センター 

一丘団地 

ルナりんくう 

八幡山自治会館 

浜老人集会場 

西信達公民館 

1月 
2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:30

3:15～ 
4:00

3:15～ 
4:00

3:00～ 
4:00

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

3:00～ 
3:45

3:00～ 
4:00

12月1日～1月8日・薀祗７７６６ 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

⑤ ⑲ 
⑤ ⑲ 
⑥ ⑳ 
⑥ ⑳ 
⑦ 澡 
⑦ 澡 

1月 

① 澎 
① 澎 
② 澑 
② 澑 
③ ⑰ 
③ ⑰ 

12月 

 
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  

潯 澤 
潯 澤 
潛 箝 
潛 箝 
⑩ 濆 
⑩ 濆 

⑫ 濟 
⑫ 濟 
⑬ 濕 
⑬ 濕 
潘 濬 
潘 濬 

12月 

●は土曜日の巡回です 

　　　珈玳珎玻
珀笞珮珞璢琅瑯
琥筍琲琺瑕琿瑟
瑙筧瑜瑩筬瑣瑪
瑶箟璋箜箚箋笊
笆笳笘珀珥珮珞  

か
し
の
き
号
か
ら
の

お
知
ら
せ

特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の

入
居
者
募
集

中
小
企
業
向
け
融
資
の
利
子

補
給
申
請
を
受
付
し
ま
す

平成17年度の物品納入（役務提供含む）、コンサルタント
等、ビル管理等及び建設工事の入札等参加資格審査申請の受
付を行います。泉南市や市の関係機関発注の業務を行うため
には、この手続きが必要となりますのでご注意ください。
▼問合せ＝契約検査課（内線２０６／２１６）

H17年2月1日～2月10日 

泉南市役所別館1階会議室 

午前9時半～午後4時※正午から午後1時、土日曜日は除く 

市役所契約検査課で配布及び泉南市ホーム 
ページ（http://www.city.sennan.osaka.jp/）
よりダウンロードしてください。 
配布・ホームページへの掲載予定はH17年1月12日 

泉南市ホームページ（http://www.city. 
sennan.osaka.jp/）よりダウンロードして 
ください。 
ホームページへの掲載予定はH17年1月12日 

2月14日～2月22日 

業種 　物品関係 
（役務提供含む） 

　測　　量 
コンサルタント 

ビル管理業 

更新申請が 
必要な業者 

受付期間 
及び時間 

市外 
業者 

市内 
業者 要領等 

の取得 

方　法 

受付場所 

・市内業者 
・昨年度申請していない市外業者 

市内・市外 
の全業者 

建設工事 
項目 



会
社
の
定
年
後
に
農
業
が
し
た
い
！

（
Ｉ
タ
ー
ン
）
地
元
に
戻
っ
て
年
老
い
た

両
親
の
農
業
を
手
伝
い
生
業
と
し
た
い
！

（
Ｕ
タ
ー
ン
）
こ
の
様
な
市
内
外
の
や
る

気
の
あ
る
声
に
応
え
る
べ
く
、
農
業
委
員

会
事
務
局
で
新
た
に
新
規
就
農
相
談
を
実

施
し
ま
す
。
今
流
行
の
「
田
舎
暮
ら
し
」

を
始
め
本
格
的
に
こ
の
泉
南
市
で
農
業
を

や
り
た
い
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま

す
。
泉
南
市
丘
陵
部
（
幡
代
）
の
「
か
る

が
も
の
里
」
の
分
譲
農
地
や
遊
休
・
休
耕

農
地
等
の
あ
っ
せ
ん
を
各
地
区
の
農
業
委

員
さ
ん
と
共
に
ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。（
小
規
模
で
家
庭
菜
園
的
な
あ
っ

せ
ん
は
除
外
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

さ
ら
に
各
関
係
機
関
と
調
整
し
た
相
談
活

動
も
予
定
し
て
い
ま
す
。（
平
日
窓
口
随

時
及
び
農
事
相
談
日
い
ず
れ
も
要
電
話
予

約
）
▼
問
合
せ
＝
農
業
委
員
会
（
内
線
五

五
一
）

一
昨
年
か
ら
農
事
相
談
（
毎
月
第
四
金

曜
日
午
前
九
時
半
〜
正
午
市
役
所
別
館
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
働
い
て
い
る
人

に
と
っ
て
は
平
日
の
相
談
は
な
か
な
か
来

庁
が
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。
又
個
人
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
点
も
考
慮
し
軽
易

な
一
般
的
な
内
容
の
相
談
に
限
り
今
月
か

ら
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
小
作
地
問
題
や
農
地
の
相

続
関
係
、
農
地
の
転
用
や
売
買
等
農
家
の

皆
さ
ん
や
一
般
市
民
の
方
々
か
ら
の
ご
相

談
を
受
付
し
て
い
ま
す
。

※
Ｅ
メ
ー
ル
（n

ou
g
y
ou
@
city
.sen
n
an

.lg
.jp

）
▼
問
合
せ
＝
農
業
委
員
会
（
内

線
五
五
一
）

農
地
の
遊
休
・
荒
廃
化
や
無
断
転
用
の

未
然
防
止
及
び
農
地
行
政
の
秩
序
化
、
税

制
特
例
農
地
の
適
正
管
理
、
農
業
委
員
会

活
動
の
啓
発
等
を
目
的
と
し
て
今
年
も
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
十
二
月
上
旬
（
予
定
）

に
実
施
し
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
農
業
委
員

会
（
内
線
五
五
一
）

農
業
委
員
会
の
上
部
団
体
の
大
阪
府
農

業
会
議
が
平
成
十
二
年
か
ら
始
め
て
い
ま

す
「
な
に
わ
農
業
賞
」
に
今
年
は
岡
田
地

区
の
上
野
　
寛
治
（
五
十
一
歳
）
さ
ん
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
＝
農
業
委
員
会（
内
線
五
五
一
）

「
三
分
間
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
、
明
日
ま

で
」
と
い
う
携
帯
電
話
の
広
告
を
見
て
、

三
分
以
内
で
出
会
い
系
サ
イ
ト
を
利
用
し

た
が
、
終
了
後
高
額
な
料
金
を
請
求
さ
れ

た
。
利
用
後
の
説
明
で
は
、
三
十
分
の
利

用
で
三
分
間
だ
け
無
料
に
な
る
と
い
う
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

雑
誌
の
広
告
を
見
て
美
顔
エ
ス
テ
の
無

料
体
験
に
応
募
し
て
当
選
。店
に
出
向
き
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
後
に
店
の
個
室
で
長

時
間
勧
誘
さ
れ
、
一
年
分
の
美
顔
エ
ス
テ

を
契
約
し
た
が
高
額
な
の
で
や
め
た
い
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
で
換
気
扇
や
絨
毯
の

清
掃
を
一
カ
所
だ
け
無
料
で
や
り
ま
す
、

と
電
話
が
あ
り
無
料
な
ら
と
思
い
頼
ん
だ

と
こ
ろ
、絨
毯
の
清
掃
は
簡
単
に
済
ま
せ
、

持
ち
込
ん
だ
掃
除
機
の
説
明
を
始
め
て
契

約
す
る
ま
で
帰
ら
な
か
っ
た
。

事
例
一
の
場
合
、
利
用
前
に
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
を
説
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
支

払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
例
二
、
三

は
特
定
商
取
引
法
の
「
特
定
継
続
的
役
務

提
供
取
引
」
や
「
訪
問
販
売
」
に
あ
た
り
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
八
日
間
は
無
条
件
で

の
契
約
解
除
が
可
能
で
す
。「
お
試
し
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
全
て
が
こ
の
無
料
商
法

に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
無
料
」
と
い
う
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
で
は
、

何
が
無
料
な
の
か
を
確
認
し
、
不
要
な
契

約
は
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

※
出
典
「
二
〇
〇
四
年
版
く
ら
し
の
豆

知
識
」
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
発
行
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新
規
就
農
相
談
を
実
施
し
ま
す

簡
易
な
農
事
相
談
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
！

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

な
に
わ
農
業
賞
受
賞
者
の
お
知
ら
せ

「
無
料
サ
ー
ビ
ス
」「
無
料
体
験
」
な
ど
「
無
料
」
を
大
き
く
宣
伝
広
告
し
て
消
費

者
を
勧
誘
し
、
高
額
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
契
約
さ
せ
る
（
無
料
商
法
）
と
い
う
相
談

が
急
増
し
て
い
ま
す
。
最
近
携
帯
電
話
を
使
っ
て
勧
誘
さ
れ
、
被
害
に
あ
う
中
高
生
な

ど
の
未
成
年
者
の
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
内
線
三
一
九
）

事
　
例
　
一

事
　
例
　
二

事
　
例
　
三

何
が
無
料
な
の
か
確
認
し
、
不
要
な
契

約
は
断
る

泉
南
警
察
署
で
は
、
犯
罪
か
ら
皆
さ
ん
を

守
り
、
す
ば
ら
し
い
新
春
を
迎
え
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
年
末
年
始
特
別
警
戒
を
実
施
し

ま
す
。

年
末
年
始
は
金
融
機
関
を
は
じ
め
、
各
所

に
お
い
て
高
額
な
現
金
が
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

毎
年
、
こ
れ
ら
の
現
金
を
狙
っ
た
犯
罪
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

▼
ひ
っ
た
く
り
に
あ
わ
な
い
た
め
に

笊
自
転
車
の
前
か
ご
は
危
険
で
す
。
現
金

の
入
っ
た
バ
ッ
グ
等
を
前
か
ご
に
入
れ
る
場

合
は
、
防
犯
ネ
ッ
ト
な
ど
の
防
犯
グ
ッ
ズ
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
笆
徒
歩
の
時
は
、
バ
ッ
グ

を
車
が
通
る
反
対
側
に
持
つ
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
笳
金
融
機
関
で
出
金
し
た
直
後
を
狙
っ

て
い
ま
す
。
多
額
の
現
金
を
持
ち
歩
く
と
き

は
周
囲
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
車
上
荒
ら
し
に
あ
わ
な
い
た
め
に

笊
路
上
駐
車
は
し
な
い
笆
駐
車
し
た
ら
必

ず
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、
ド
ア
ロ
ッ
ク
を

す
る
笳
財
布
、
バ
ッ
グ
な
ど
の
貴
重
品
は
車

内
に
置
か
な
い
笘
監
視
者
の
い
る
駐
車
場
を

利
用
す
る
笙
警
報
器
や
防
犯
機
材
を
活
用
す

る
▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
（
薀
磚
１
２
３

４
）消

費
税
の
事
業
者
免
税
額
が
、
三
、
〇

〇
〇
万
円
か
ら
一
、
〇
〇
〇
万
円
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
個
人
事
業
者
の

方
は
、
平
成
十
五
年
分
の
課
税
売
り
上
げ

が
一
、
〇
〇
〇
万
円
を
超
え
た
場
合
は
、

平
成
十
七
年
分
の
消
費
税
の
課
税
事
業
者

と
な
り
ま
す
。
新
た
に
課
税
事
業
者
と
な

ら
れ
た
方
は
、「
消
費
税
課
税
事
業
者
届

出
書
」
の
提
出
等
の
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、正
し
い
申
告
を
行
う
た
め
に
は
、

正
確
な
記
帳
と
帳
簿
及
び
請
求
書
等
の
保

存
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝

泉
佐
野
税
務
署
　
薀
磆
３
４
７
１

税
関
で
は
、
終
戦
後
引
揚
者
の
皆
様
か

ら
お
預
か
り
し
た
次
の
通
貨
、
証
券
な
ど

を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。
お
心
当
た
り
の

方
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
ご
本
人

だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
の
方
に
も
お
返
し

し
ま
す
。

笊
引
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
上
陸
地
の
税
関

ま
た
は
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
、

証
券
な
ど
。

笆
外
地
の
終
結
地
で
の
領
事
館
な
ど
に
預

け
ら
れ
た
証
券
な
ど
の
う
ち
、
日
本
に
送

り
返
さ
れ
た
も
の
。

笳
そ
の
他
免
許
証
、
卒
業
証
書
な
ど
。

▼
問
合
せ
＝
大
阪
税
関
監
視
部
総
括
部
門

薀
０
６
・
６
５
７
６
・
３
１
１
５
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信達小学校は市の中央部に位置し、児童数８７８名、教

職員４０名の大規模校です。子どもたちは、落ち着いた環

境の中で健やかに育ち、元気で明るく大きな声であいさつ

ができます。本校は創立１３２年を迎え、親子四代にわた

って学ぶという児童もあり、歴史と伝統が息づいています。

学校教育においては、保護者や地域の方々の関心も深く、

たいへん協力的で、ご理解をいただいています。

そこで、学校が地域の方々や保護者と力を合わせて実施

してきた行事や子どもたちの学校での様子を紹介します。

☆業間活動（異年齢集団活動）
今の子どもたちは、テレビゲーム等による遊びには人気

があるが、外で遊んだり

集団で遊ぶ経験が非常に

少なくなってきています。

業間活動の日は運動場い

っぱいに広がって６年生

が中心となって、全児童

が協力し合って楽しく遊

んでいます。

☆地域の方々との交流

本校では信達地区福祉協議会の協力をいただき、地域の

お年寄の方々と七夕集会を通して交流を図っています。

集会では子どもたちから歌をうたったりゲームをしたり、

また地域の方々から昔の遊びや話などを教えていただいた

り、授業で学ぶことのできない学習をしています。

☆児童会活動・PTA等活動
児童会ではあいさつ運動、球技大会、募金活動、相撲大

会など、児童自らが計画を立て取り組んでいます。

保護者の方には、地区巡視（週１回）で校区の見回り等、

お世話をいただいています。信達小PTAの伝統的行事でも

あるプール開きの「あめ湯炊き」においても、保護者の皆

様の心のこもった温かいあめ湯をいただいています。「あ

め湯炊き」については今から３０年ほど前、その頃は臨海

学習でしたが、水泳で疲れた子どもたちの冷えたおなかを

暖め、元気を取り戻してあげようと滋養に適した飴湯を炊

き、保護者の皆様が海岸まで運んでくださったのが始まり

だと聞いています。今日まで脈々と受け継がれてきた親の

思いを伝える信達小ＰＴＡの伝統的な行事のひとつになっ

ています。▼問合せ＝指導課（内線３５９）

年
末
年
始
特
別
警
戒
を

実
施
し
ま
す

消
費
税
の
届
出
書
の
提
出
は
　

お
済
み
で
す
か

大
阪
税
関
か
ら
の
お
知
ら
せ
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１０月２４日豸（午前７時～午後８時）、任期満

了に伴う泉南市議会議員一般選挙が、市内２２カ所

の投票所で一斉に行われました。今回の選挙は、議

員定数２０人に対して２５人の立候補があり、投票

率は、前回の投票率６１.２３％を下回る５５.５１％

となりました。また、即日開票の結果、次の２０人

の新議員が新しい市民の代表として選ばれましたの

でご紹介いします。

※写真の配列は、氏名（五十音順、敬称略）、年齢

（投票日現在）、所属政党／住所の順番です。

▼問合せ＝議会事務局（内線２０９）

木下　豊和（56）

無所属／岡中

北出　寧啓（54）

無所属／男里

大森　和夫（45）

日本共産党／新家

井原　正太郎（56）

公明党／樽井

市道　浩高（44）

無所属／幡代

角谷　英男（57）

無所属／市場

谷　外嗣（57）

無所属／男里

竹田　光良（39）

公明党／新家

島原　正嗣（72）

民主党／岡田

小山　広明（62）

無所属／市場

東　重弘（57）

無所属／別所

巴里　英一（64）

無所属／市場

原　憂子（53）

公明党／樽井

成田　政彦（57）

日本共産党／大苗代

中尾　広城（43）

公明党／大苗代

和気　信子（55）

日本共産党／市場

森　裕文（55）

無所属／新家

松本　雪美（59）

日本共産党／牧野

真砂　満（49）

民主党／市場

堀口　武視（60）

無所属／金熊寺
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抜けるような秋空の１１月５日貊に、泉南市で

は地域社会の発展に貢献された方への市民表彰と

自治功労表彰を行いました。今年は、市民表彰１

３名、自治功労表彰３名の方が受賞されましたの

で、受賞されました皆さんをご紹介します。

▼問合せ＝秘書課（内線３０２）

自治功労表彰受賞者の皆さん

市民表彰受賞者の皆さん

▽小路口　光子
しょうじぐち　みつこ

さん（元教育委員）

▽藪野　勤
やぶの　つとむ

さん（元市議会議員）

▽和氣　豊
わけ　 ゆ た か

さん（元市議会議員）

▼青少年・女性・人権

▽上田　誠一
うえだ　せいいち

さん（泉南市青少年指導員協議会）

▽林　　立
はやし　たかし

さん（泉南市人権啓発推進協議会）

▽周藤　英真
すどう　えいしん

さん（泉南地区保護司会泉南支部）

▼文化・芸術・体育・国際交流

▽鈴木　一郎
すずき　いちろう

さん（一丘中学校吹奏楽部）

▽北岡　和明
きたおか　かずあき

さん（泉南市体育協会）

▼福　祉

▽大谷　艶子
おおたに　つやこ

さん（泉南市傷痍軍人会）

▽川口　清
かわぐち　きよし

さん（泉南市遺族会）

▽戸村　孝男
と む ら 　 た か お

さん（泉南市民生委員児童委員協

議会）

▼防犯・交通・環境

▽山内　茂
やまうち　しげる

さん（泉南市交通対策指導員会）

▽小野寺　幸一
おので ら 　 こ う い ち

さん（泉南市交通対策指導員会）

▼自治推進

▽宮下　敏晴
みやした　としはる

さん（泉南市区長連絡協議会）

▼特　別

▽大前　千代子
お お ま え 　 ち よ こ

さん（アテネパラリンピック

日本代表）

▽駒澤　李佳
こ ま ざ わ 　 り か

さん（アテネオリンピック日本

代表）

広告掲載枠です。
内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。



法
律
上
の
夫
婦
に
限
ら
ず
、
事
実
婚
や

元
配
偶
者
な
ど
の
関
係
に
あ
る
男
女
が
対

象
で
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び

被
害
者
の
保
護
な
ら
び
に
自
立
支
援
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
地
方
裁
判
所
が
加
害

者
に
対
し
て
命
じ
る
保
護
命
令
制
度
や
都

道
府
県
の
女
性
相
談
所
等
に
「
配
偶
者
暴

力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
機
能
を
持
た

せ
、
相
談
や
一
時
保
護
、
自
立
支
援
を
実

施
す
る
こ
と
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

▼
主
な
改
正
点
笊

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
」
の
定
義
が
拡

大
さ
れ
、
身
体
的
暴
力
だ
け
で
は
な
く
精

神
的
暴
力
も
含
む
も
の
と
さ
れ
、
離
婚
後

に
元
配
偶
者
か
ら
引
き
続
き
受
け
る
暴
力

も
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
主
な
改
正
点
笆

保
護
命
令
制
度
の
拡
充
に
よ
り
、
被

害
者
と
同
居
す
る
未
成
年
の
子
ど
も
に
対

す
る
接
近
禁
止
命
令
を
申
し
立
て
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
退
去
命
令

に
期
間
が
二
週
間
か
ら
二
ヶ
月
に
拡
大
さ

れ
る
と
と
も
に
再
度
の
申
立
て
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
保
護
命
令
に
関

す
る
規
定
に
つ
い
て
は
身
体
的
暴
力
の
み

が
対
象
）

▼
主
な
改
正
点
笳

被
害
者
の
自
立
支
援
に
関
す
る
規
定

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

▼
主
な
改
正
点
笘

そ
の
他
、
苦
情
の
処
理
や
外
国
人
、
障

害
者
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
ま

し
た
。

▼
法
律
施
行
日

平
成
十
六
年
五
月
二
十
七
日
成
立
／
十

二
月
二
日
施
行
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直通　薀 祀２８５５

平
成
十
三
年
に
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法

律
」（
D
V
防
止
法
）
が
成
立
し
ま
し
た
が
、
救
済
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
や
被
害
者
を

守
る
手
立
て
が
不
十
分
な
点
も
あ
り
、
よ
り
実
質
的
に
被
害
者
を
守
ろ
う
と
す
る
内

容
で
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）

泉南市教育委員会・泉南市人権啓発推進協議会・泉南市Ｐ

ＴＡ協議会では、平成１６年度人権教育講座Ⅱを開催します。

豊かに出会い、つながりあっていきませんか。そして、家

庭・地域・学校・職場など、それぞれの「生活の場」で人権

文化を創造しましょう。

▼とき・内容・講師＝下表の通り　

▼ところ＝古代史博物館・樽井公民館他　

▼対象＝泉南市内在住・在勤の方、泉南市内校園所のＰＴＡ

関係者等　

▼定員＝各講座４０名（但し、第４講座は申込みされた方の

中から、２５名を抽選致します。当選者には１月３１日豺ご

ろにご案内の通知を送付します。）

▼参加費＝無料（但し、第４講座の昼食代は各自負担　詳細

は当選者にお知らせします。）

▼第１～第３講座は、一時保育（１才～就学前・定員５名／

応募多数の場合は抽選で、保険料５００円が必要です。）・手

話通訳あり。いずれも事前に申し込んでください。１月１７

日豺締め切り　　

▼申込み＝平成１７年１月１７日豺までに、ハガキかお電話

で。〒５９０－０５９２　（住所不要）泉南市教育委員会・

生涯学習課

▼その他＝４講座通した受講でなくてもご参加できます。

▼問合せ＝生涯学習課（内線２１７）

開講式・第一講座
▼とき＝１月２５日貂午前10時

～正午

▼ところ＝古代史博物館・講堂

兼視聴覚室

▼内容＝福祉落語家誕生記～震

災ボランティア体験記～

▼講師＝ 壽　文寿
ことぶき　もんじゅ

さん（福祉落

語家）

第二講座
▼とき＝２月２日貉午後２時～

４時

▼ところ＝樽井公民館・多目的

ホール

▼内容＝性別にとらわれずに軼

自分軻を生きる～「性同一性障

害」の視点から～

▼講師＝佐倉　智美
さくら　ともみ

さん（佐倉

ジェンダー研究所）

第三講座
▼とき＝２月７日豺午前10時～

正午

▼ところ＝樽井公民館・多目的

ホール

▼内容＝私の見た、感じた日本

～日本の異文化体験から～

▼講師＝ラス・ハットンさん、ハ

ットン・朗子
あきこ

さん（トウィガ・

イングリッシュ・スクール）

第四講座
▼とき＝２月１７日貅午前９時

～午後５時

▼ところ＝神戸市長田区・その

他神戸市内

▼内容＝人権フィールドワーク

阪神淡路大震災の10年に学ぶ～

神戸の震災跡を訪ねて～

▼講師＝伊ヶ崎　淑彦
い か ざ き 　 よ し ひ こ

さん（歴

史研究家）
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２度にわたる世界大戦によって多くの尊い人命が奪われ

たとの反省のもと、世界のすべての人々と国々とが達成す

べき共通の目標として、１９４８年（昭和２３年）国際連

合第３回総会において『世界人権宣言』が採択されました。

今日の国際的な人権尊重の潮流のもとになったこの『世

界人権宣言』では、その第一条において「すべての人間は、

生まれながらにして自由であり、かつ、尊厳と権利とにつ

いて平等である」と規定し、基本的人権の尊重の大切さを

高らかに謳っています。

この世界人権宣言の基本精神は、国際人権規約、人種差

別撤廃条約や子どもの権利条約をはじめ、多くの人権に関

する条約に生かされています。また、国連では「２１世紀

を人権と平和の世紀に」ということで、１９９５年～２０

０４年を「人権教育のための国連１０年」と定め、国際的な

規模で人権を保障しようとする取り組みを展開しています。

『世界人権宣言』の意義を再認識し、そこに示された精

神を普及させ、人権尊重の精神に満ちあふれた社会を築い

て行くために、国連では毎年１２月１０日を「人権デー」

と定め、加盟国に対し人権擁護活動を推進するための各種

行事を実施するよう要請しています。

わが国では、法務省と全国人権擁護委員連合会により、

「人権デー」を最終日とする１週間（１２月４日～１０日）

を「人権週間」と定め、『世界人権宣言』の意義を普及する

ための各種啓発活動を実施しています。

泉南市におきましても、泉南市人権啓発推進協議会・泉

南市人権擁護委員協議会・泉南市人権協会などを中心に、

「人権週間」に因んだ各種啓発活動を実施しています。

▼問合せ＝人権推進課（内線２７０）

人権週間市民の集い
▼とき＝１２月５日豸午後1時開場・午後１時半開演

▼公演＝落語DEオペラ「フィガロの結婚」（京都オペラ座）

▼出演＝落語家（桂　小春団冶
かつら　こはるだんじ

）、ソプラノ（祐森　由香
ゆ う も り 　 ゆ か

）、

ピアニスト（野本　哲雄
の も と 　 て つ お

）、案内役・バリトン（松尾　健市
まつお　けんいち

）

▼ところ＝文化ホール

▼問合せ＝人権推進課（内線２７０）

人権作品展示
▼内容＝市内保育所・幼稚園の園児、小・中学

生の人権啓発ポスター、習字、絵画並びに人権

ふれあいセンターの識字教室、生花教室の皆さ

んの作品を展示します。

笊 ▼とき＝11月26日貊～12月1日貉▼ところ＝

泉南イオンモール専門店街2階イオンホール

笆 ▼とき＝12月4日貍午後1時～4時、12月5日豸

午後1時半～（公演終了まで）▼ところ＝文化ホ

ール展示室

▼問合せ＝人権推進課（内線２７０）

泉南市人権協会、泉南市人権擁護委員協議会合同「出張相談」
▼とき・ところ＝▽12月２日貅・樽井公民館３階控室▽12月３日

貊・信達公民館１階講座室▽12月９日貅・新家公民館２階会議室▽

12月10日貊・西信達公民館２階会議室※時間はいずれも午前10時～

午後４時半

▼相談内容＝就労支援（障害者、母子家庭の母親、中高年齢者や若

年者等の就職困難な方）、進路支援（経済的理由等により就学が困難

な方）、人権相談（人権侵害を受けた方）、総合生活相談（生活上の

様々な困難を抱えた方）

▼費用＝無料　▼その他＝秘密は厳守されます

▼問合せ＝泉南市人権協会　（薀・蕭祕１４０１）

人権週間街頭啓発
▼とき＝12月１日貉午前７時～

▼ところ＝午前中は市内４駅（JR和

泉砂川駅・新家駅、南海岡田浦駅・

樽井駅）と午後はイオンりんくう泉

南ショッピングセンター

▼問合せ＝人権推進課（内線２７０）

特設人権相談
▼とき＝12月７日貂・８日貉各日午
後２時～４時
▼ところ＝水道庁舎１階人権推進部
相談室（事前申込不要です。）
▼内容＝人権擁護委員が相談に応じ
ます。（秘密は厳守されます。）
▼費用＝無料
▼問合せ＝人権推進課（内線２７０）
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※行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

（２００４.12 ）
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア、破傷風　 
　　　百日せき）　 

循環器検診 
精神保健福祉相談 

Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 

乳幼児結核検診 

献　血 

離乳食講習会 

４か月児健康診査／ツベルクリン反応検査 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
２歳６か月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

毎月第１～４金曜日 
午後１時～２時半 

随時受付しています。 
市内の各産婦人科医 
療機関へ直接申し込 
んでください 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361－10／薀83－2357 
▼福本医院・婦人科　信達牧野378／薀83－2505 
▼宮城医院・婦人科　信達市場31－311／薀82－7018 
▼新泉南病院・婦人科（金曜・土曜午前中のみ）りんくう南浜3－7／薀80－5618 
※40歳以上の方は基本健康診査、大腸がん検診とセットで受診ください※費用は600円 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、貧血、 
糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。便潜血検査 
２日法。※できるだけセットで受診してください。携行品は健康手帳。 
▼費用＝基本健康診査は無料。大腸がん検診は200円。 

▼40歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
1回受診できます 
▼30歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
１回受診できます 

笊12月１日貉 
笆１月５日貉 

笊平成16年７月生 
笆平成16年８月生 

身体計測、内科診察、個別指導、ブックスタート、ツベルクリン 
反応検査（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

12月22日貉 
午後12時半～２時 平成15年５月生 

身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

12月８日貉 
午後12時半～１時05分 平成13年５月生 

12月16日貅 
午後１時15分～45分 平成14年５月生 

歯みがき教室 12月16日貅 
午後１時～１時20分 

平成14年４月生 
平成15年４月生 

12月１日貉ツベルクリン反応検査 
12月３日貊ツベルクリン判定及びBCG 
午後１時半～２時半 

時間は午後１時半～２時半。生後３か月～４歳未満の乳幼児。 
なるべく１歳までに済ませてください。携行品は母子手帳、印 
鑑、筆記用具。 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後 
３歳まで）の間に計４回。▼初回接種＝生後６か月に達したら約４ 
週間隔で３回。▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の 
間に１回。第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満 
（小学６年生）の人に１回。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

風しんの予防接種 12月20日豺 午後１時半～２時半 
生後12か月～７歳６か月未満の幼児。できるだけ３歳までに済ませて 
ください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

第2、4水曜日午前9時 
半～10時半（要予約） 

第1水曜日午前9時 
半～10時半（要予約） 

実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１）。血圧、検尿、 
血液検査等（診断、検査等は有料です。なお、診断書も発行します） 

大阪府泉佐野保健所 
へお問い合せ下さい 

実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

12月９日貅・スカイシティーオークワ泉南店※時間は午前10時～正午、午後１時～４時半。
成分献血、400裨献血にご協力ください。▼問合せ＝泉南市献血推進協議会（薀82－7615） 

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

12月13日豺、17日貊、20日豺、1月 
17日豺、24日豺、28日貊午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組（要予約） 

妊婦とその家族、生後4か 
月未満の乳児と保護者 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

12月20日豺 
午後１時～３時 

12月21日貂 
12月24日貊 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

両親教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） 12月17日貊 午後１時半～３時 
乳幼児と保護者 時間は午後１時半～３時。育児相談、身体計測。 

お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

リトルままサロン 12月17日貊 午後１時半～３時 
妊産婦同士の情報交換、赤ちゃんの身体計測、 
育児相談 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談等。予約は不要。 
携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記用具、問診票。 
ブラッシング指導、おやつ試食。予約不要。携行品は、 
母子手帳、歯ブラシ、コップ、お茶、筆記用具 
6日間で1コース。助産師講義、マタニティ体操、手作りおもちゃ、個別相談（保育、 
栄養、歯）、沐浴、リトルままサロン、なるべく5か月以降の安定期にご参加ください 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第１～３金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第1、3火曜日 
▼東信達老人集会場第2木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 

リトルまま教室（両親教室） 

平成１６年度１１月３０日をもって、本年度の医療機関での受診は終了ました。 
なお、平成１７年度（平成１７年４月以降）については、４月号に発行する年間 
行事予定表にてご確認ください。 
 
▼問合せ＝保健センター　薀祗７６１５ 

▼
と
き
＝
十
二
月
九
日
貅
午
前

九
時
半
〜
十
一
時

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民

▼
内
容
＝
尿
検
査
、
血
液
検
査
、

医
師
診
察
等
（
必
要
な
方
に
は

心
電
図
、
眼
底
検
査
）

▼
費
用
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
予
約
は
不
要
で
す
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

十
二
月
よ
り
午
後
一
時
十
五

分
〜
四
十
五
分
に
変
更
に
な
り

ま
す
。
む
し
歯
を
予
防
す
る
た

め
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
左
ペ
ー
ジ
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
＝
歯
科
健
診
、
フ
ッ
素

塗
布
（
希
望
者
の
み
）、
個
別
相

談▼
携
行
品
＝
母
子
手
帳
、
歯
ブ

ラ
シ
、
筆
記
用
具

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
十
二
月
二
十
一
日
貂
、

二
十
四
日
貊
午
後
一
時
半
〜
二

時
半

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
十
一
歳
以
上
十
三
歳

未
満
（
第
二
期
）
で
、
ま
だ
受

け
て
い
な
い
方

▼
携
行
品
＝
母
子
手
帳
、
筆
記

用
具

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
風
し
ん
は
流
行
し
て
い
る
？

以
前
は
、
ほ
ぼ
五
年
ご
と
の

周
期
で
流
行
の
発
生
が
あ
り
ま

し
た
が
、
予
防
接
種
法
の
改
正

に
伴
い
乳
幼
児
に
広
く
予
防
接

種
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
平
成
六
年
以
降
、
昨
年
ま
で

大
流
行
の
発
生
は
抑
制
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
今
年
は
一

部
の
地
域
に
お
い
て
、
患
者
数

が
数
多
く
発
生
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

ま
た
予
防
接
種
法
の
改
正
に

伴
う
経
過
措
置
と
し
て
、
昭
和

五
十
四
年
四
月
二
日
生
ま
れ
か

ら
昭
和
六
十
二
年
十
月
一
日
生

ま
れ
を
対
象
と
し
て
、
昨
年
九

月
ま
で
接
種
期
間
の
確
保
が
あ

り
ま
し
た
が
、
現
在
十
七
歳
〜

二
十
五
歳
の
年
齢
層
を
中
心
に
、

接
種
率
の
低
い
年
齢
層
が
存
在

し
て
い
ま
す
。

▽
何
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
？

妊
娠
初
期
の
女
性
が
風
し
ん

に
か
か
る
と
、
白
内
障
や
心
臓

病
、
難
聴
な
ど
を
も
っ
た
先
天

性
風
し
ん
症
候
群
の
赤
ち
ゃ
ん

を
出
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

個
人
予
防
の
た
め
に
は
女
性
が

予
防
接
種
を
行
っ
て
免
疫
を
獲

得
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、

妊
娠
中
の
女
性
を
ウ
イ
ル
ス
か

ら
守
る
た
め
に
は
、
男
女
と
も

が
予
防
接
種
を
し
て
、
社
会
に

お
け
る
風
し
ん
の
蔓
延
を
防
ぐ

こ
と
が
重
要
で
す
。

予
防
接
種
を
ま
だ
受
け
て
い

な
い
お
子
さ
ん
は
、
七
歳
六
か

月
ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー
で
接
種

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ

以
降
の
年
齢
の
方
で
、
風
し
ん

の
罹
患
歴
の
な
い
場
合
は
、
ご

自
身
の
責
任
に
お
い
て
の
接
種

に
な
り
ま
す
が
、
接
種
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
時
間
＝
午
後
八
時
〜
十

二
時
（
三
百
六
十
五
日
）

▼
相
談
内
容
＝
夜
間
の
子
ど
も

の
急
病
時
、
病
院
へ
行
っ
た
方

が
良
い
か
ど
う
か
判
断
に
迷
っ

た
場
合
、
小
児
科
医
と
看
護
師

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
診
療
や

指
示
等
の
医
療
行
為
は
行
い
ま

せ
ん
。
明
ら
か
に
緊
急
を
要
す

る
急
病
の
場
合
は
、
一
一
九
番

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
電
話
番
号
＝
＃
８
０
０
０

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
プ
ッ
シ
ュ
回
線
の
場

合
、
一
部
地
域
を
除
き
ま
す
）

薀
０
６
・
６
７
６
５
・
３
６
５

０
（
携
帯
電
話
、
ダ
イ
ヤ
ル
回

線
等
の
場
合
）

▼
診
療
日
＝
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
（
十
二
月
三
十
日
貅

〜
一
月
三
日
豺
）、
土
曜
日
の
夜

間

▼
受
付
時
間
＝
▽
日
曜
日
、
祝

日
、
年
末
年
始
は
午
前
十
時
〜

十
一
時
半
、
午
後
一
時
〜
四
時

半
▽
土
曜
日
は
午
後
六
時
〜
八

時
半

▼
と
こ
ろ
＝
左
の
図
を
ご
参
照

く
だ
さ
い

▼
診
療
科
目
＝
内
科
、
小
児
科

▼
携
行
品
＝
健
康
保
険
証
や
老

人
医
療
証
は
必
ず
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
▽
年
末
年
始
は
混

雑
し
ま
す
の
で
、
車
で
お
越
し

に
な
る
場
合
は
、
泉
佐
野
市
立

第
三
小
学
校
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▽
休
日
診
療
所
以
外
に
も
診
療

を
行
っ
て
い
る
市
内
病
医
院
も

あ
り
ま
す
の
で
、
直
接
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
消
防
本

部
（
薀
祕
０
１
１
９
）
で
も
ご

案
内
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
熊
取
田
尻

休
日
診
療
所
（
薀
磔
６
０
４
０
）

20

申
込
・
問
合
せ
＝
蕕
祗
７
６
１
５

二
歳
六
ヶ
月
児
歯
科
検
診

受
付
時
間
の
変
更

基
本
健
康
診
査
を

実
施
し
ま
す

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷

風
の
予
防
接
種

風
し
ん
予
防
接
種
を

受
け
て
い
ま
す
か
？

大
阪
府
小
児
救
急

電
話
相
談
事
業

休
日
診
療
所
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

旭町 

堺阪南線 

国道２６号線 

湊一丁目 

第三小学校 

南海本線 
至難波 

至和歌山市駅 

休日診療所 
薀磔６０４０ 

泉佐野駅 



ケーブルテレビのチャンネル９
では、泉州地域４市３町の地域情
報番組「わくわくりんくう」を映
像と文字番組で放送しています。
但し、視聴するにはケーブルテ

レビへの加入が必要です。また、
視聴できない地域がありますので
ご了承ください。
▼1回目＝9:00～11:20（泉南市は10:40～）
▼2回目＝14:00～16: 20（泉南市は15:40～）
▼3回目＝22:00～0:20（泉南市は23:40～）
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝譁ジェイ
コム関西・りんくう局（薔０１２０－０８９－３４４）
▼問合せ＝情報管理課（内線２２７）

10

朝早くから九州地方に台風上陸の天気予報が流れ実施が心配されたこの日、子育て支援センター「ひだまり」のスタ
ッフが、市立東幼稚園で出前の遊び場の提供としてミニちびっこ広場を開催しました。雨の日だからこそ広い遊技場で
子どもを遊ばせようと、新家や男里・樽井など市内各地から就学前の子ども達３０名近くが集まり、東幼稚園の園児達
と共に、遊戯や紙芝居を楽しみました。そしてなんといっても今回の目玉は、秋の旬の味覚である園庭でとれた栗の焼
き栗パーティ。多少雨もぱらつきましたが、ほとんど気にすることなく、目の前で焼きあがった、あつあつの栗を口に
ほうばりホクホクとした栗の甘みに手が止まらない様子でした。 （９月２９日）

ミニちびっこ広場の
焼き栗パーティ

昨年の夏休みに泉南市ではじめて、ボランティアサー
クル「拍子木」主催による「夏休み子ども手作り紙芝居
講座」が４日間開催されました。自分で物語を作って、
絵を描き、発表する。４日間という短い期間でしたが、
子ども達の創造性は素晴らしく定員の３０名全員が世界
で１つしかない自分だけの紙芝居を作り上げることがで
きました。その中から２名が今年の７月に開催された
「第１４回箕面手作り紙芝居コンクール・ジュニアの部」
に応募し、見事、特別賞（笹野夏 （新家小１年）／
「テーブルこわれた」と入賞（鹿野大周（樽井小５
年）／「やまんばＶＳドラゴン」に輝きました。

箕面手作り紙芝居コンクールに入選

23

消
防
団
員
、
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
員
、
女
性
消
防
団

員
、
消
防
職
員
ら
消
防
関

係
者
約
二
七
〇
人
と
消
防

車
両
に
よ
る
、
新
春
恒

例
・
消
防
出
初
式
を
開
催

し
ま
す
。

▼
と
き
＝
平
成
十
七
年
一

月
九
日
豸
午
前
十
時
か
ら

▼
と
こ
ろ
＝
大
阪
府
南
部

広
域
防
災
拠
点
・
り
ん
く

う
体
育
館
（
り
ん
く
う
南

浜
）

▼
内
容
＝
泉
南
市
青
少
年

吹
奏
楽
団
の
演
奏
に
よ
る

分
列
行
進
や
一
斉
放
水
他

新
春
を
飾
る
消
防
出
初
式

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
鼓
笛
セ
ッ
ト

22

泉
南
市
消
防
本
部
で
は
、

宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ
り

譛
日
本
防
火
協
会
（
会

長
・
徳
田
正
明
さ
ん
）
の

協
力
を
得
て
、
市
立
信
達

幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

に
対
し
鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
を

購
入
し
交
付
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
幼
児
期
か

ら
火
遊
び
の
防
止
の
し
つ

け
を
し
、
立
派
な
人
間
に

な
る
た
め
の
素
地
を
養
う

た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、

火
災
予
防
運
動
の
鼓
笛
隊

パ
レ
ー
ド
に
よ
る
市
民
へ

の
防
火
啓
発
に
も
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
消
防
本
部
薀

祕
０
１
１
９

展
示
・
販
売
（
押
し
花
）

あいにくの秋雨の中ではありましたが、それを
吹き飛ばす様な元気さで、夢・ＮＥＸＴ’０４と題
して、樽井公民館まつりが開催されました。普段
から数多くのイベントで人々に馴染みのある樽井
公民館、その一大イベントがこの樽井公民館まつ
り。当日はもぎ店から食欲をそそる香りが漂い、
子ども達には広い遊び場が開放され熱気ムンムン、
また公民館各階に様々な体験コーナーや展示コー
ナーが設けられ水彩画と見間違うようなちぎり絵
や押し花が展示され、その他にも陶芸や山野草等、
実に奥深い感じが表現されていました。２日目に
は演技発表会が行われ、２時間半にも及ぶ内容で
したが退屈させない和気あいあいとした雰囲気で、
中でもバトンスクールの演技には大きな歓声が上
がっていました。 （１０月３０日・３１日）

体
験
コ
ー
ナ
ー
（
絵
手
紙
）

軼夢軻を見つける手助けができれば

樽井公民館まつり

演技大
会

（バトン）
も
ぎ店（たこ焼き）



▼

○

○

広
報
せ
ん
な
ん
１
２
月
号
（
N
o.474）

平
成
１
６
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２
月
１
日
発
行
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発
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泉
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役
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情
報
管
理
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広
報
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は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
 

今月は、古代史博物館で一番奥にあ

る部屋をご紹介します。部屋の中の棚

にプラスチックのコンテナがびっしり

と並べられています。ここは、市内で

見つかった指定などを受けていない通

常の土器や瓦などが収蔵されている場

所です。遺跡調査を行うとたくさんの

遺物が見つかります。これらをきれい

に洗って、整理し、報告書を作成した

後はこのように大切に保管され、やが

て博物館に展示され、みなさんのお目

に触れることになるのです。これら土

器や瓦の一つ一つも大切な文化財でそ

こから得られる歴史の情報はたくさん

あります。ここも普段は見ることはで

きませんが、特別なイベントでは見学

することができます。

さて、今回で古代史博物館と史跡海

会寺跡広場をご紹介するシリーズは終

わりです。史跡海会寺跡は、わたした

ちの郷土の誇るべき財産のひとつです。

そして、まだまだ泉南市内には知ら

れていない文化財がたくさんあります。

しかし、これらは一朝一夕に解明でき

るものではありません。さまざまな方

法を通じた着実な積み重ねこそ、先祖

の残した貴重な文化遺産を保存し、後

世に伝えてゆくことができるのです。
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